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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
制
施
行
百
十

周
年
記
念
事
業
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

っ
た
草
間
彌
生
展
は
、
美
術
館
過
去
最
多
の
入

場
者
数
を
記
録
し
「
文
化
都
市
・
松
本
」
を
力

強
く
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
が
Ｊ
２
初
優
勝
と
４

季
ぶ
り
の
Ｊ
１
昇
格
を
見
事
成
し
遂
げ
、
市
民

を
始
め
多
く
の
人
々
に
極
上
の
勇
気
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
都
市
の
成
熟
度
に
お
い

て
上
昇
気
流
に
あ
る
松
本
市
に
と
っ
て
、
来
季

は
経
済
波
及
効
果
で
も
強
力
な
追
い
風
に
な
る

も
の
と
、
大
い
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
い
よ
い
よ
私
の
市
政
４
期
目

の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
は
、「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
・

松
本
の
創
造
」
を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
〝
い
い
ま
ち
〟
を
つ
く
る

た
め
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
一
朝
一
夕
に
結
果

が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
息
の
長
い
取
り
組
み

に
な
る
も
の
と
、
地
道
に
粘
り
強
く
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
大
手
の
民
間
調
査
分
析
機
関

の
結
果
公
表
に
お
い
て
、
松
本
市
は
一
昨
年
の

「
成
長
可
能
性
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
８
位
に
続

き
、
昨
年
は
「
都
市
特
性
評
価
」
で
国
内
主
要

72
都
市
中
、
総
合
で
13
位
と
連
続
し
て
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
分
野
別
で
は
、「
生

活
・
居
住
」
お
よ
び
「
環
境
」
で
そ
れ
ぞ
れ
２

位
、
一
方
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
弱
み
と
言
わ
れ

た
「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
も
12
位
と
な
り
、

「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
力
を
有
す
る
地
方

の
主
要
都
市
」
と
い
う
客
観
的
な
評
価
を
得
た

こ
と
は
、
ま
さ
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
一

歩
一
歩
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
よ
う
や
く
実

を
結
ん
だ
も
の
と
、
大
変
有
難
く
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
今
後

ま
す
ま
す
「
生
き
方
」
が
問
わ
れ
る
潮
流
の
中
、

私
は
か
ね
て
よ
り
、「
人
生
の
質
」
を
高
め
、

自
分
ら
し
く
輝
く
「
生
き
が
い
」
を
見
出
せ
る

ま
ち
、
す
な
わ
ち
「
生
き
が
い
の
仕
組
み
づ
く

り
」
こ
そ
が
、
健
康
寿
命
延
伸
都
市
の
最
終
命

題
で
あ
る
と
考
え
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
基

本
目
標
に
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
身
が
持
つ
こ
れ
ま

で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
希
望
と
意

欲
を
持
っ
て
自
分
を
磨
き
、
そ
れ
が
花
開
き
、

生
き
る
こ
と
の
喜
び
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
、

「
暮
ら
せ
ば
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
、
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
が
松
本
市
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
、
明
る
く
健
康
で
穏
や
か
な
一
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

松
本
市
長　菅

谷　

昭

のごあいさつ新年
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魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
本
市
で
は
、
市
立
病
院
や
基
幹
博
物
館
、

市
役
所
新
庁
舎
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
や
中
核

市
移
行
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
の
骨
格
と
な
る
施
策
を
進
め
て
お
り
、
市
議

会
で
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
べ
く
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
で
は
、
次
代
を
担
う
若
者
の

積
極
的
な
政
治
参
加
を
促
し
、
若
者
の
意
見
を

市
政
に
反
映
さ
せ
、
と
も
に
議
会
改
革
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
議
員
が
高
校
へ
出
向
い
て

行
う
交
流
事
業
や
、
大
学
生
と
の
意
見
交
換
、

小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
松
本
市
議
会
こ
ど
も
だ
よ
り
」
の
発
行
、「
ま

つ
も
と
子
ど
も
未
来
委
員
会
」
へ
の
出
前
講
座

な
ど
、
若
者
に
市
政
や
市
議
会
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
試
み
が
将
来
に
わ
た
る
本
市
の
持
続
的
な

発
展
を
確
か
な
も
の
に
す
る
と
考
え
、
引
き
続

き
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、

誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
明
る
い
未
来
の

た
め
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
31
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
さ
ら
な
る
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
大
阪
北
部

で
の
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
全
国

的
に
多
く
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
、

命
に
危
険
が
あ
る
暑
さ
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
猛

暑
が
続
き
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
台
風

の
影
響
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
松
本
マ
ラ
ソ
ン

の
中
止
な
ど
が
あ
り
、
改
め
て
大
自
然
の
恐
ろ

し
さ
や
人
間
の
非
力
さ
、
何
よ
り
危
機
管
理
の

大
切
さ
を
認
識
し
た
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
方
、
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
地
元
相
澤
病
院
所
属
の
小
平

奈
緒
選
手
の
金
銀
２
つ
の
メ
ダ
ル
獲
得
、
波
田

地
区
出
身
の
三
澤
拓
選
手
の
４
大
会
連
続
出
場
、

そ
し
て
、
J
リ
ー
グ
で
は
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
が
念

願
の
J
２
初
優
勝
と
４
年
ぶ
り
の
J
１
昇
格
を

つ
か
み
取
り
、
さ
ら
に
は
米
国
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン

国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
男
性
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

で
清
沢
飛
雄
馬
さ
ん
が
銀
賞
に
輝
く
な
ど
、
本

市
に
縁
の
深
い
皆
さ
ま
が
活
躍
さ
れ
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
た
草
間
彌
生
展
や
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
と
も
い
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
「
信
州
総
文
祭
」
の
開
催
な
ど
、
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
で
松
本
の
ま
ち
が
大
い
に
盛
り
あ
が

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね

が
私
た
ち
市
民
の
誇
り
や
財
産
と
な
り
、
一
層

12月中旬、【史跡】　弘法山古墳（並柳 ２ －1000ほか）の墳頂から撮影

松
本
市
議
会
議
長

上
條
俊
道

3　広報まつもと2019年 1 月号



見
事
Ｊ
２
初
優
勝
！�

�

Ｊ
１
再
昇
格
！

　

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
が
勝
ち
点
77
を

獲
得
し
見
事
Ｊ
２
初
優
勝
を
果
た

し
、
平
成
27
年
シ
ー
ズ
ン
以
来
４

年
ぶ
り
と
な
る
Ｊ
１
再
昇
格
を
決

め
ま
し
た
。

　

最
終
節
ま
で
「
全
緑
登
頂
」
で

戦
い
抜
き
、
気
迫
あ
ふ
れ
る
プ
レ

ー
、
ひ
た
む
き
に
ゴ
ー
ル
を
狙
い
、

全
員
で
ゴ
ー
ル
を
守
る
姿
に
は
、

市
民
に
夢
と
感
動
、
そ
し
て
笑
顔

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

前
年
を
上
回
る
観
客
数

　

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
観
客
動
員
数
は
、

21
試
合
で
延
べ
27
万
８
９
４
８
人

を
集
め
、
１
試
合
の
平
均
入
場
者

数
は
、
前
年
を
上
回
る
１
万
３
２

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

12月 5日に、松本山雅ＦＣの反
町監督と選手らが市役所を訪れ、
Ｊ２初優勝とＪ１再昇格を市長に
報告しました。市長は、Ｊ１定着
を願いつつ、「交流都市の札幌な
どとプロスポーツを核とした交流
ができる」と期待を述べました。

―　も　く　じ　―

Ｊ
１

い
ざ 

再
び　
　
　
　

へ

●
問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
45－

９
５
１
１
　
ｆ
45－

１
０
２
４
） 

優勝トロフィー（上）とシャーレ▼

新年のごあいさつ� 2

松本山雅ＦＣＪ １ へ� 4

技能功労者褒賞式典　他� 6

男女共同参画社会� 7

「 ４ つの財務諸表」を公表� 8

市民税等の申告受け付け�1 0

ジェネリック医薬品�1 2

悪質な手口を知って、
　賢い消費者になりましょう� 13

コラムのページ�1 4

情報チャンネル�1 6

博物館イベント情報� 32

２ 月の相談日� 33

クイズ＆アンケート　他� 34
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反町監督からのメッセージ

　2018シーズンはＪ ２ 優勝・
Ｊ １ 昇格にあたり、松本市の
皆さまから熱いご支援・ご声
援をいただきましたこと、感
謝申しあげます。
　再び挑む日本最高峰のＪ １
は、厳しい戦いの舞台になり
ますが、ひたむきさ・躍動感
といった山雅らしさを全面に

出してチャレンジ
してまいります。
　新シーズンも
力強いサポート
をよろしくお願
いいたします。

８
３
人
で
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の

熱
い
声
援
が
選
手
た
ち
を
支
え
、

Ｊ
２
優
勝
へ
の
原
動
力
と
な
っ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
シ
ー
ズ
ン
、
戦
い
の
舞
台
は

日
本
最
高
峰
の
Ｊ
1
と
な
り
ま
す
。

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
が
Ｊ
1
チ
ー
ム
の

街
を
訪
れ
、
熱
い
戦
い
を
す
る
こ

と
で
、
松
本
市
観
光
大
使
と
し
て

も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
多
く
の
ア
ウ
ェ
ー
サ
ポ
ー
タ

ー
が
松
本
市
を
訪
れ
る
と
と
も
に
、

Ｊ
１
で
活
躍
す
る
世
界
の
ト
ッ
プ

選
手
を
松
本
の
地
で
観
ら
れ
る
こ

と
も
、
新
た
な
魅
力
と
な
る
は
ず

で
す
。さ

ら
な
る
街
の
活
力
に

　

民
間
機
関
の
算
出
に
よ
る
と
、

前
回
の
Ｊ
１
シ
ー
ズ
ン
の
松
本
山

雅
Ｆ
Ｃ
に
よ
る
県
内
の
経
済
波
及

効
果
は
約
54
億
円
で
、
新
シ
ー
ズ

ン
も
地
元
経
済
に
好
影
響
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
ひ
ろ
ば
や
保
育
園
、

小
学
校
な
ど
で
の
松
本
山
雅
の
日

頃
の
地
域
貢
献
活
動
も
、
老
若
男

女
問
わ
ず
松
本
に
活
力
を
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

© 松本山雅FC

12月 9 日に市内で行われた優勝パレ
ードでは、多くの市民が沿道に駆けつ
け、チームの快挙をたたえました。パ
レード終了後は、国宝松本城で報告会
が開催され、来季へ向けた意気込みを
語る選手たちと、集まった観客の声援
が、冬の空を緑の熱気で染めていました。
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松本市民憲章
　松本市民憲章は、市民が毎日の生活のなかで、明るく住みよいまちづくり
をめざすための目標として、また、明るく豊かな市民性を培うための心のよ
りどころとして昭和52年に制定されました。
　だれもが健康でいきいきと暮らせるまちをめざす「健康寿命延伸都市・松
本」の創造とともに、松本市民憲章の実現に努めましょう。

技
能
功
労
者
褒
賞
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

　
11
月
23
日
の
勤
労
感
謝
の
日

に
、
松
本
市
技
能
功
労
者
褒
賞

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
長
年

技
能
向
上
に
精
励
さ
れ
、
後
継

者
育
成
な
ど
を
通
じ
て
業
界
の

発
展
に
功
績
を
残
さ
れ
た
皆
さ

ん
を
た
た
え
、
褒
賞
し
ま
し
た
。

褒
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
大
工
】

　
　
　
百
瀬
光
城（
島
立
）

　
　
　
平
林
政
幸（
寿
白
瀬
渕
）

国
史
跡
小お

笠が
さ

原わ
ら

氏し

城し
ろ

跡あ
と

に　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

林
は
や
し

小こ

城じ
ょ
うが

加
わ
り
ま
す

　
国
の
文
化
審
議
会
は
、
平
成
30

年
11
月
16
日
、
史
跡
等
の
指
定
に

つ
い
て
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
官
報
告
示
後
に
本

市
で
は
、
新
た
に
林
小
城
が
国
史

跡
小
笠
原
氏
城
跡
に
追
加
指
定
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

【
追
加
指
定
さ
れ
る
史
跡
の
名
称
】

・
小
笠
原
氏
城
跡

　
　
井い

川が
わ

城じ
ょ
う

跡あ
と

　
　
林

は
や
し

城じ
ょ
う

跡あ
と

※
林
城
跡
は
林
大
城
と
林
小
城
の

２
城
か
ら
構
成
さ
れ
、
今
回
の

答
申
に
よ
り
全
体
の
指
定
が
完

了
す
る
見
込
み
で
す
。

【
石
匠
】　
　
伊
藤
博
敏（
中
央
）

【
建
具
工
】　
降
旗
德
行（
庄
内
）

【
建
築
塗
装
工
】

關せ
き

孝
雄（
浅
間
温
泉
）

【
美
容
師
】西

澤
喜
美
子（
野
溝
西
）

【
調
理
師
】　
村
田
宏
和（
本
庄
）

【
電
気
技
能
士
】松

田
陽
夫（
宮
田
）

横
山
惠
行（
内
田
）

問

労
政
課
（
☎
35－

６
２
８
６
　

ｆ
88－

７
６
６
９
）

【
史
跡
の
特
徴
・
評
価
】

　
小
笠
原
氏
城
跡
は
、
平
地
に
築

か
れ
た
井
川
城
跡
と
山
城
の
林
城

跡
か
ら
な
る
信
濃
守
護
小
笠
原
氏

の
居
城
跡
で
、
室
町
時
代
か
ら
戦

国
時
代
に
至
る
領
主
の
居
城
の
あ

り
方
を
示
す
と
と
も
に
、
当
時
の

信
濃
を
と
り
ま
く
諸
勢
力
の
政
治
、

軍
事
的
な
動
向
を
知
る
上
で
も
大

変
重
要
で
す
。

問

文
化
財
課
史
跡
整
備
担
当（
☎

85－

７
０
６
４
　
ｆ
86－

９
１
８
９
）

【松本市民憲章】
　松本市は、北アルプスの山なみと城の風姿に象徴される美しいまちです。
　私たちは、このふるさとに誇りをもち、幸せで豊かなまちづくりをめざし
て、つぎの三つの願いを貫きます。
１　松本市民は、おたがいの連帯感をつよめ、自由と自治を尊重しましょう。
１　松本市民は、人間性をつちかう教育を重んじ、文化をたいせつにしましょう。
１　松本市民は、自然を愛し、まちの緑とすんだ川を守りましょう。
　昭和52年10月24日　議決
問　行政管理課（本庁舎２階　☎33－4770 ｆ33－1877）

林小城の石積み

林城跡（左：大城、右：小城）

広報まつもと2019年 1 月号　6



7　広報まつもと2019年 1 月号

●問い合わせ　人権・男女共生課（☎39－1105 ｆ37－1153）

男女共同参画社会基本法施行から20年…

　男女共同参画社会基本法は、男女が対等な立場で共に責任を負い、あらゆる分野の活動に参画する機
会が確保されることによって、男女が均等に利益を受けられる社会づくりを目的としています。

　平成31年は、男女共同参画社会基本法が平成11年に施行されてから20年の節目に当たります。法律施行か
ら平成29年までの変化を、内閣府の男女共同参画白書等のデータを基に振り返ります。
　男女の人権が尊重され、社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある社会の実現のため、性別で役割
や制限を設けることのない社会づくりについて考えてみませんか。　

20年間に起こった日本社会の変化

※ １は平成12年、※ ２は平成28年

　男女共同参画などについて第一線で活躍している研究者であり、長野県労働委
員会委員でもある講師の講演から、男女共に働きやすい社会のあり方を考えます。

男女共同参画を進める市民のつどい・まつもと

◆日時　１月30日㈬
　　　　午後１時30分～３時30分
◆場所　Ｍウイング　６階ホール
◆講師　松岡英子氏／信州大学名誉教授

◆内容　　�講演、実行委員会によるロー
ルプレイング

◆その他　託児・手話通訳あり（無料）

「女性が活躍する社会をめざして」

　専業主婦が減り、共働き世帯が増えるとともに、子
育て期の女性の労働力率（就労者数と完全失業者数の
合計が15歳以上人口に占める割合）も上昇しています。

　女性の大学進学率は平成29年に49.1％まで増えまし
たが、男性は55.9％で、女性が6.8ポイント低く、研究
者に占める女性比率も15.7％と低い状況。

全国を対象とした内閣府の
男女共同参画白書等のデータ

子育て期労働力率の課題

研究職・技術職希望の女性を支援

松本市では…

　松本市の子育て期（30～34歳）の女性の労働
力率は、平成27年の国勢調査結果で70.6％であ
り、全国平均の73.5％よりも低いため、第 4次
松本市男女共同参画計画では、2020年の国勢調
査で75.6％となることを目標としています。

　第4次松本市男女共同参画計画では理
工系の分野への関心がある女子生徒の進
路選択を支援し、研究職・技術職の女性
を増やす事業を実施します。

松本市では…

項　　目 平成11年 平成29年

専業主婦世帯数 912万世帯 641万世帯

共働き世帯数 929万世帯 1,188万世帯

子育て期（30～34歳）の
女性の労働力率 56.7% 75.2%

育児休業取得率（女性） 59.4% 83.2%

育児休業取得率（男性） 0.4% 5.1%

女性の大学進学率 29.4% 49.1%

研究者に占める女性比率 10.1% 15.7%

衆議院議員当選者の女性比率 7.3％※ 1 10.1%

裁判官の女性比率 10.4% 21.3%

医療施設従事医師の女性比率 14.3％※ 1 21.1％※ 2

農協役員に占める女性比率 0.6％※ 1 7.7%



　会計年度末（平成30年３月31日）における市全体の資産と、その資産をどのような財源（負債・純資
産）で賄ってきたかを一目でわかるようにしたものです。

統
一
的
な
基
準
に
よ
る

「
４
つ
の
財
務
諸
表
」
を
公
表

●
問
い
合
わ
せ　
財
政
課
（
本
庁
舎
３
階　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
34－

３
２
７
３ 

ｆ
34－

３
２
０
１
）

　
28
年
度
決
算
に
引
き
続
き
、
松
本
市
の
財
務
書
類
を
、
総
務
省

の
要
請
に
基
づ
き
「
統
一
的
な
基
準
」
に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
決
算

①
全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
適
用
可
能
で
、
資
産
評
価
の

基
準
や
様
式
な
ど
を
統
一
化
し
、

他
団
体
と
の
比
較
を
容
易
に
す

る
も
の
で
す
。

②
民
間
企
業
会
計
の
考
え
方
と
会

計
実
務
を
基
と
し
て
、
イ
ン
フ

ラ
資
産
な
ど
、
地
方
公
共
団
体

特
有
の
条
件
も
加
味
し
た
上
で
、

発
生
主
義
に
よ
り
歳
入
歳
出
の

執
行
デ
ー
タ
を
仕
訳
し
て
作
成

す
る
財
務
書
類
で
す
。

③
松
本
市
の
会
計
に
、
関
係
す
る

団
体
も
含
め
た
連
結
財
務
諸
表

で
す
。
現
金
取
引
情
報
だ
け
で

な
く
、
市
全
体
の
ス
ト
ッ
ク
・

フ
ロ
ー
情
報
が
わ
か
り
ま
す
。

④
連
結
す
る
対
象
は
「
一
般
会

計
」「
特
別
会
計
」「
公
営
企
業

会
計
」「
広
域
連
合
」「
一
部
事

務
組
合
」「
土
地
開
発
公
社
」

と
出
資
率
25
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
「
第
三
セ
ク
タ
ー
」
で
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

１　連結貸借対照表（バランスシート）

１年間の現金の収支を示すものです。

２　 連結資金収支計算書
（キャッシュフロー計算書）

１年間の純資産の増減を示すものです。

３　連結純資産変動計算書

資産の部（これまで積み上げてきた資産） 負債の部（将来の世代が負担する金額）
１ 固定資産 5,764億4,200万円 １固定負債 1,881億4,800万円
⑴有形固定資産 5,483億6,400万円 ⑴地方債等 1,124億3,700万円
⑵無形固定資産 9億5,300万円 ⑵その他 757億1,100万円
⑶投資その他の資産 271億2,500万円 ２流動負債 200億2,800万円

２流動資産 432億2,900万円 ⑴ １年内償還予定地方債 153億8,500万円
⑴現金預金 151億4,600万円 ⑵賞与等引当金 14億   900万円
⑵未収金 38億3,500万円 ⑶その他 32億3,400万円
⑶基金 218億5,500万円 負債合計 2,081億7,600万円
⑷その他 23億9,300万円 純資産の部（現在までの世代が負担した金額）

３ 繰延資産 800万円 純資産合計 4,115億   300万円
資産合計 6,196億7,900万円 負債・純資産合計 6,196億7,900万円

（
統
一
的
な
基
準
）

　
財
務
諸
表
の
特
徴

平成28年度末資金残高 127億4,700万円
本年度資金収支額 13億2,800万円
１業務活動収支 197億4,000万円
⑴業務支出（臨時分含む） 1,518億2,900万円
⑵業務収入（臨時分含む） 1,715億6,900万円
２投資活動収支 △113億1,500万円
⑴投資活動支出 186億3,300万円
⑵投資活動収入 73億1,800万円
３財務活動収支 △70億9,700万円
⑴財務活動支出 176億300万円
⑵財務活動収入 105億600万円

比例連結割合変更に伴う差額 2,000万円
平成29年度末資金残高 140億9,500万円
平成29年度末歳計現金残高 10億5,100万円
平成29年度末現金預金残高 151億4,600万円

平成28年度末　純資産残高 4,091億4,000万円
本年度純資産変動額 23億6,300万円
純行政コスト（△）  △1,505億9,600万円
財源  1,540億9,400万円
　　税収等 1,087億5,400万円
　　国県等補助金 453億4,000万円
本年度差額 34億9,800万円
無償所管換等 △12億5,300万円
その他 1億1,800万円

平成29年度末　純資産残高 4,115億   300万円

広報まつもと2019年 1 月号　8



9　広報まつもと2019年 1 月号

連結の会計範囲

市の資産と負債の状況
　松本市の資産は、返済義務のない純
資産が多く、純資産に対する負債の比
率も低いことから、昨年に引き続き健
全な財政状況と判断できます。
　また、松本市の特徴として、市民１
人当たりの事業用建物額が、他市平均
と比較して約1.6倍となっており、公共
施設保有量の削減が大きな課題である
と考えられます。

財務諸表から分かる主な指標

【一部事務組合・広域連合・土地開発公社・第三セクター】
安曇野・松本行政事務組合、安曇野市・松本山林組合、松塩安筑老人福祉施設組合、松本市・山形村・朝日村中学
校組合、松塩筑木曽老人福祉施設組合、松塩地区広域施設組合、安曇野松筑広域環境施設組合、松本広域連合、長
野県市町村自治振興組合、長野県民交通災害共済組合、長野県後期高齢者医療広域連合、長野県地方税滞納整理機
構、松本市土地開発公社、（一社）松本農業開発センター、（一財）松本ソフト開発センター、（一財）松本市芸術
文化振興財団、（一財）松本体育協会、㈱四賀村づくり、（一財）奈川振興公社、（一財）乗鞍温泉供給公社、㈱日
本アルプス観光、（一財）松本市勤労者共済会、（一財）松本ヘルス・ラボ

松本市の全体会計【一般会計等】一般会計、霊園特別会計
【公営事業会計】�地域排水施設事業、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、農業集落排水事業、公設地

方卸売市場、市街地駐車場事業、新松本工業団地建設事業、奈川観光施設事業、松本城、水
道事業、下水道事業、病院事業、上高地観光施設事業

＜連結会計＞

　１年間の福祉サービスにかかる経費など、資産形成につな
がらない経常的なサービスにかかったコストと、サービスの
利用で市民の皆さんが負担した使用料、手数料などの収入を
示すものです。

４　連結行政コスト計算書

経常費用 1,717億1,100万円
業務費用（人件費、物件費など） 695億8,000万円
移転費用（補助費、社会保障給付、他会計繰出金など） 1,021億3,100万円

経常収益 208億   900万円
使用料と手数料 165億4,400万円
その他 42億6,500万円

純経常行政コスト（経常費用―経常収益） 1,509億   200万円
臨時損失 7,200万円
臨時収益 3億7,800万円
純行政コスト（純経常行政コスト―臨時収支） 1,505億9,600万円

【資産形成度】 Ｈ２９ Ｈ２８ 増減 平均値
将来世代に残る資産は
どれくらいあるのか

① 市民 １人当たり 資産額 173万5,000円 173万7,000円 △2,000円 143万8,000円
　　 資産合計 ÷ 平成30年 3 月31日現在の住民基本台帳人口（23万9,519人）
② 市民 １人当たり 事業用建物額 43万5,000円 44万2,000円 △7,000円 26万9,000円
　　 事業用資産建物（減価償却累計額含む） ÷ 平成30年 3 月31日現在の住民基本台帳人口（23万9,519人）
③ 資産老朽化比率 60.6% 59.5% ＋1.1ポイント 53.5%
　 減価償却累計額 ÷ （有形固定資産合計－土地＋減価償却累計額）
　 比率が高いほど、資産の取得から年数が経過しています。

【世代間公平性】 Ｈ２９ Ｈ２８ 増減 平均値
将来世代と過去及び現世代
との負担の分担は適切か

④ 過去と現世代負担比率 87.3% 86.7% ＋0.6ポイント 80.3%
　   純資産合計 ÷ 有形固定資産
⑤ 将来世代負担比率 20.7% 21.1% △0.4ポイント 24.7%
　  （地方債＋ １年以内償還予定地方債） ÷ 有形固定資産

【持続可能性】 Ｈ２９ Ｈ２８ 増減 平均値
財政に持続可能性があるか
（どれくらい借金があるか）

⑥ 市民 １人当たり 負債額 38万2,000円 39万円 △8,000円 37万5,000円
　　 負債合計 ÷ 平成30年 3 月31日現在の住民基本台帳人口（23万9,519人）
⑦ 債務償還可能年数 4.8年 5.0年 △0.2年 13.7年
　　（将来負担額－充当可能基金残高） ÷ （（業務収入＋臨時財政対策債発行可能額）－業務支出）
　　実質債務（地方債残高や退職手当引当金などから充当可能な基金等を控除）を、経常的に確保できる資金で返済する場合、
　　何年で返済できるかを表します。　 指標が小さいほど償還能力が高いことを表します。

【効率性】 Ｈ２９ Ｈ２８ 増減 平均値

行政サービスは効率的に
提供されているか

⑧ 市民 １人当たり 行政コスト 31万円 30万9,000円 ＋1,000円 29万2,000円
　   純行政コスト ÷ 平成30年 3 月31日現在の住民基本台帳人口（23万9,519人）

【自立性】 Ｈ２９ Ｈ２８ 増減 平均値
歳入はどれくらい使用料等
で賄われているか

⑨ 受益者負担比率 4.3% 4.3% ± 0 ポイント 5.1%
　 経常収益 ÷ 経常費用
　�経常的な行政サービスに対して、受益者負担分の割合がどの程度かを表します。他市平均値と比較し、松本市は受益者負担
の割合が少なくなっています。割合が低いほど、市税などの一般財源や補助金でその費用を賄っていると言えます。

注）　平均値は、施行時特例市のうち、本市からの照会に対して回答があった１９市の平均



次
の
確
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申
告
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松
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確
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前
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・
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税
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申
告
（
土
地
・
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物
の
売
買
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式
の
売
買
な
ど
）

・
損
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・
繰
越
損
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・
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控
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関
す
る
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・
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得
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除

の
特
例
を
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け
る
申
告

●問い合わせ　市民税・県民税の申告・・・市民税課（本庁舎２階　☎34－3232 ｆ36－9345）
　　　　　　　所得税の確定申告・・・・・松本税務署（☎32－2790）　※自動音声案内

３
月
15
日
㈮
ま
で
に

申
告
を

　

市
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告
は
、
以
下
の
会
場

で
期
間
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　

30
年
度
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

を
さ
れ
た
方
な
ど
に
は
、
１
月
下

旬
に
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
申
告
書
上
部
に
記
載
の
日

程
・
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。
申
告
が
必
要
な
方
や
、

必
要
な
持
ち
物
に
つ
い
て
は
『
広

報
ま
つ
も
と
』
２
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

申告受付日程と会場 受付開始：午前 ８時30分　※ 1
申告時間：午前 ９時～午後 ３時（一部地域を除く）

※ 1　ふれあいパーク乗鞍と奈川文化センター夢の森は、申告開始の30分前から受け付けします。
　　　また、本庁以外の申告時間は、正午～午後 １時の時間を除きます。
※ 2　和田地区は、出張所大規模改修のため、申告会場が情報創造館庁舎となります。

市民税・県民税・国民健康保険税の
申告受け付けが始まります

　市役所の駐車場や申告会場は、大変混雑が予想されます。できるだけ公共交通機関などをご利用いただき、時間
に余裕をもってお越しください。

地区名 日程（土・日・祝日を除く） 申告会場 地区名 日程（土・日・祝日を除く） 申告会場

本庁管内 2 月18日㈪～ 3 月15日㈮
午前 9 時～午後 3 時

市役所本庁舎
（ 3 階大会議室）

寿 2 月21日㈭・22日㈮ 寿出張所

内　田 3 月 4 日㈪・ 5 日㈫ 内田出張所

島　内
2 月 4 日㈪・ 5 日㈫ 島内出張所 中　山 2 月12日㈫・13日㈬ 中山出張所

2 月12日㈫ 
午前 9 時～正午

 山田公民館
（山田町会のみ） 入山辺 2 月14日㈭・15日㈮ 入山辺出張所

島　立 3 月12日㈫・13日㈬ 島立出張所 里山辺 3 月11日㈪・12日㈫ 里山辺出張所

新　村 2 月18日㈪・19日㈫ 新村出張所 岡　田 3 月12日㈫・13日㈬ 岡田出張所

和　田 3 月 8 日㈮・11日㈪ 情報創造館庁舎
※ 2 本　郷 3 月 5 日㈫・ 6 日㈬ 本郷支所

神　林 3 月 7 日㈭・ 8 日㈮ 神林出張所 四　賀 2 月13日㈬～15日㈮ 四賀支所

今　井 2 月 7 日㈭・ 8 日㈮ 今井出張所
安　曇

2 月 6 日㈬
午前11時～午後 3 時 ふれあいパーク乗鞍

笹　賀 3 月 6 日㈬・ 7 日㈭ 笹賀出張所 2 月12日㈫・13日㈬ 安曇支所

芳　川 2 月19日㈫・20日㈬ 芳川出張所 奈　川 2 月21日㈭・22日㈮
午前10時～午後 3 時

奈川文化センター
夢の森

寿　台 3 月 4 日㈪・ 5 日㈫ 寿台公民館 梓　川 2 月25日㈪～ 3 月 1 日㈮ 梓川支所

松　原 3 月 5 日㈫ 寿台公民館 波　田 2 月 4 日㈪～ 8 日㈮ 波田支所

広報まつもと2019年 1 月号　10



11　広報まつもと2019年 1 月号

　平成30年中に給与を支払われた方は、1月31日㈭までに給与支払報告書を、受給者の平成31年 1月
1日現在の住所地がある市区町村に提出してください。
　※エルタックスでの提出も可（詳しくは、エルタックスホームページをご覧ください。）

事業者の方へ

平成31年度（30年分）給与支払報告書の提出を

申
告
手
続
き
時
に

ご
注
意
を

　

申
告
手
続
き
な
ど
に
は
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
＋
本
人
確
認
書

類
」
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

が
必
要
で
す
。
個
人
事
業
主
の
方

が
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
さ
れ

る
場
合
も
同
様
で
す
。

　平成31年度の申告から、配偶者控除と配偶者特別控除の控除額や条件が以下のとおり変更となりまし
た。なお、納税者本人の合計所得金額が1,000万円を超える場合には、配偶者控除や配偶者特別控除を
受けることはできません。

※郵送提出の際は、写しの同封が必要になります。

＋

◆マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は

マイナンバーカードをお持ちでない方は

・運転免許証　　・公的医療保険の被保険者証
・パスポート　　 ・身体障害者手帳
・在留カード

                   　　 　   　　　    などのうちいずれか１つ

身元確認書類

●マイナンバー通知カード
●住民票の写し（マイナンバーの記載のある
　ものに限ります）
　　　　　　　　　　　　　　

ご本人のマイナンバーを確認できる書類

　　　　　　などのうちいずれか１つ

番号確認書類

本人確認書類

平成31年度　個人住民税（市民税・県民税）の主な改正点

配偶者控除、配偶者特別控除の改正

配偶者の合計所得金額 控除額

配偶者
控除

 一般 38万円以下 33万円

 老人 38万円以下 38万円

配
偶
者
特
別
控
除

 38万円超45万円未満 33万円

 45万円以上50万円未満 31万円

 50万円以上55万円未満 26万円

 55万円以上60万円未満 21万円

 60万円以上65万円未満 16万円

 65万円以上70万円未満 11万円

 70万円以上75万円未満 6万円

 75万円以上76万円未満 3万円

 76万円以上 0　円

改正前

配偶者の
合計所得金額

納税者本人の合計所得金額

 900万円以下  900万円超
 950万円以下

 950万円超
1 ,000万円以下

控除額

配偶者
控除

一般 38万円以下 33万円 22万円 11万円

老人 38万円以下 38万円 26万円 13万円

配
偶
者
特
別
控
除

 38万円超
 85万円以下 33万円 22万円 11万円

 85万円超
 90万円以下 33万円 22万円 11万円

 90万円超
 95万円以下 31万円 21万円 11万円

 95万円超
 100万円以下 26万円 18万円 9万円

 100万円超
 105万円以下 21万円 14万円 7万円

 105万円超
 110万円以下 16万円 11万円 6万円

 110万円超
 115万円以下 11万円 8万円 4万円

 115万円超
 120万円以下 6万円 4万円 2万円

 120万円超
 123万円以下 3万円 2万円 1万円

 123万円超 0円 0円 0円

改正後



　　

　国民健康保険被保険者の方には８～10月診療分を、長野県
後期高齢者医療保険被保険者の方には１～10月診療分の医療
費通知を１月下旬～２月上旬に送付します。
　平成30年度に送付する医療費通知から、所得税等申告の医
療費控除の添付書類として使用できる様式になっています。

■注意事項　医療費通知に記載されていない医療費（11月、
12月診療分や特定診療科の受診分）がある場合は、お手元の
領収書をもとに「医療費の明細」を作成してください。
　国民健康保険の1～ 7月診療分の医療費通知はすでに発送
済みですが、必要な方は保険課へお問い合わせください。

●医療費通知に関する問い合わせ　
　国民健康保険は保険課（☎34－3203 ｆ39－2523）
　後期高齢者医療保険は長野県後期高齢者医療広域連合
　（☎026－229－5320 ｆ026－228－1850）
●医療費控除に関する問い合わせ　
　市民税課（本庁舎2階　☎34－3232 ｆ36－9345）
　松本税務署（☎32－2790　※自動音声案内）

医療費通知

お薬を賢く

選択しましょう

　新薬の特許が切れた後に、
他のメーカーがその有効成分
を利用して作る医薬品です。

ジェネリック医薬品
（後発医薬品）とは

　新薬開発には長い期間と多
額の投資が必要で、研究開発
のコストが新薬の価格に反映
されています。
　一方、ジェネリック医薬品
は、新薬の有効成分を利用す
るだけですので、新薬より安
価に製造できます。

新薬（先発医薬品）
との違い

　厚生労働省の審査を受け、薬の有効
成分は新薬と同等であり、基本的な有
効性や安全性が認められた薬です。

効果・安全性

　先発医薬品と比較すると安価であ
ることが多いため、薬代について、
患者さん・保険者負担分とも、より
軽減されます。
　国は、医療費の伸びを抑えるため、
ジェネリック医薬品の使用を勧めて
います。

使用するメリット

　有効成分は同等であっても、それ
以外の添加物や有効成分を包む成分
などが先発医薬品と異なることがあ
るため、アレルギーなどを起こすこ
とがまれにあります。
　また、先発医薬品にはない形状で
服用しやすくなっているものもあり
ます。ただし、薬によっては、ジェネ
リック医薬品のないものもあります。

使用する際の注意点

　１月下旬に、国民健康保険被保険者の
方へジェネリック医薬品差額通知書を送
付します。この通知は、ジェネリック医
薬品に変更した場合、自己負担額がどれ
くらい安くなるかをお知らせするもので
す。ジェネリック医薬品へ切り替える際
の参考としてご活用ください。

●対象　
　平成30年10月に国民健康保険証を使っ
て生活習慣病や慢性疾患等の薬の処方を
受けた方で、ジェネリック医薬品へ変更
した場合、薬の自己負担額が100円以上軽
減できると見込まれる方

ジェネリック医薬品
利用差額通知書の送付

　医師の治療上の判断により処方さ
れない場合があります。ジェネリッ
ク医薬品への変更を希望する場合は、
医師・薬剤師とよくご相談ください。

変更を希望する際は

●
問
い
合
わ
せ
　
保
険
課
（
東
庁
舎
２
階
　
☎
34－

３
２
１
６ 

ｆ
39－

２
５
２
３
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

           　
を
ご
存
じ
で
す
か
？
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Q
　
「
消
費
料
金
未
納
」
と

い
う
は
が
き
が
来
た
。

「
契
約
会
社
か
ら
契
約
不
履
行
に

よ
る
訴
状
が
提
出
さ
れ
た
」「
連

絡
し
な
い
と
財
産
の
差
し
押
さ
え

に
な
る
」
と
書
い
て
あ
る
。
心
当

た
り
が
な
く
不
安
だ
。

A
　

大
勢
の
方
に
、
同
じ
手

紙
や
は
が
き
を
送
付
す
る

架
空
請
求
で
す
。
あ
な
た
の
何
か

の
名
簿
が
流
出
し
、
そ
れ
を
悪
用

し
て
手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
。
手

紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号

に
電
話
す
る
の
は
絶
対
に
や
め
ま

架
空
請
求
多
発
！

複
数
の
手
口
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

Q
　
「
登
録
料
金
未
納
」「
デ

ジ
タ
ル
料
金
未
納
」
と
い

う
内
容
の
メ
ー
ル
が
来
た
。
有
名

通
販
会
社
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
電

話
を
す
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
そ
の
番

Q
　

大
手
宅
配
業
者
か
ら

「
お
届
け
し
た
が
不
在
の

た
め
荷
物
を
預
か
っ
て
い
る
。
再

配
達
の
申
し
込
み
を
し
て
」
と
い

う
メ
ー
ル
が
来
た
。
荷
物
が
届
く

予
定
が
無
い
の
で
お
か
し
い
と
思

っ
た
。
い
つ
も
配
達
し
て
く
れ
る

店
に
確
認
す
る
と
「
荷
物
は
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。
ど
う
い
う
こ

と
か
。

A
　

こ
の
メ
ー
ル
に
表
示
さ

れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
）
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
あ

な
た
の
個
人
情
報
が
相
手
に
漏
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
さ
れ

て
し
ま
う
被
害
も
出
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
い
た
り
、
電
話
を
す

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

大
手
宅
配
業
者
の
名
前
で
Ｓ
М

Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
）
が
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
が
も
し
、
宅
配
業
者

に
登
録
し
て
い
れ
ば
、
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
連
絡
が
来
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。

　

宅
配
業
者
か
ら
の
連
絡
が
「
い

つ
も
と
違
う
」
と
疑
問
に
思
っ
た

ら
、
直
接
業
者
に
確
認
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

も
う
か
る
投
資
情
報
は

あ
る
か

Q
　
「
も
う
か
る
株
の
投
資

情
報
を
無
料
で
伝
え
ま

す
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
来
た
の
で
、

開
く
と
「
先
着
30
人
に
有
利
な
情

報
を
伝
え
ま
す
。
す
ぐ
に
登
録
料

金
を
払
っ
て
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

支
払
う
と
今
度
は
「
投
資
に
つ
い

て
電
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た

い
」
と
メ
ー
ル
が
来
た
。
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
電
話
で
「
20
万
円
の
プ
レ

ミ
ア
ム
会
員
」
の
勧
誘
を
さ
れ
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
払
っ
た
。

解
約
し
た
い
。

A
　

投
資
は
自
己
責
任
で
す
。

も
う
か
る
情
報
を
簡
単
に

手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
事
例
は
、「
電
話
勧
誘
な
の

で
、
20
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
会
員

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
ま
す
」

と
当
セ
ン
タ
ー
が
中
に
入
り
交
渉

し
、
解
約
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
金
支
払
い
な
ど
の
場
合
は
、

返
金
は
大
変
難
し
く
な
り
ま
す
。

「
も
う
か
る
投
資
情
報
」
は
詐
欺

的
な
可
能
性
が
高
い
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
な
手
口
を
知
っ
て
、

　
　
　
賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
１
階
　
☎
36－

８
８
３
２
）

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。「
困
っ
た
な
、
ど
う
し
よ
う
」
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
。
裁
判
取
り
下
げ
費
用
等

を
請
求
さ
れ
る
被
害
も
出
て
い
ま

す
。
２
度
３
度
同
様
の
手
紙
が
届

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
無
視
し
ま

し
ょ
う
。

号
を
伝
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

言
わ
れ
る
ま
ま
に
数
万
円
払
っ
て

し
ま
っ
た
。

A
　

不
特
定
多
数
の
人
の
電

話
番
号
に
一
斉
に
同
じ
メ

ー
ル
を
送
信
す
る
、
架
空
請
求
で

す
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
通
信
販

売
の
有
名
企
業
の
名
前
を
使
っ
て

い
ま
す
。
決
し
て
電
話
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
繰
り
返

し
同
様
の
メ
ー
ル
が
来
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
連
絡
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

ハ
ガ
キ
や
封
書
、

シ
ー
ル
ハ
ガ
キ
が
来
る

その1

有
名
通
販
会
社
か
ら
Ｓ
М

Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス
）
で
メ
ー
ル

が
来
る

その2

Ｓ
М
Ｓ
で
「
荷
物
を
預
か

っ
て
い
る
」
と
い
う
メ
ー

ル
が
来
る

その3

悪
質

※�

Ｓ
М
Ｓ
と
は
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
宛
で
は
な
く
、
電
話
番

号
宛
に
来
る
メ
ー
ル
の
こ
と
。



　11月30日に、勤労者福祉センターで、食や健康について考え「地
産地消」の推進を図るため、第15回地産地消懇談会を開催しました。
　懇談会では、日本料理アカデミー副理事長の栗

くり

栖
す

正博氏が、京都市
における子どもたちへの味覚教室に関する講演をしました。京都の
老舗料理店を営む栗栖氏は、「味覚の鋭い小学生のうちに、食べ物
の味に親しむことが大切」と話しました。また、農林水産省の神田

龍平係長から「地域での食育・地産地消」
に関する講演や、長野県農業士協会の「生産者と消費者を繋ぐ
活動」に関する発表がありました。
　今回の懇談会では、農産物の６次産業化商品や伝統食の展
示・試食コーナーを設置し、漬物やおやき、松本一本ねぎ味噌
等を試食提供しました。参加者からは、「地元を大切に思い、
地産地消を意識していきたい」といった声がありました。
　今後も、地産地消をすすめるとともに、地元農産物の情報発
信をしていきます。

心
の
橋
を
あ
な
た
か
ら　

＃
３
２
７

　

ま
ず
、
関
心
を
持
つ
こ
と
か
ら

　

街
を
歩
い
て
い
る
時
に
、
外
国
人
の
観

光
客
が
、
道
が
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
た
ら
、

ど
ん
な
対
応
を
し
ま
す
か
？
日
本
へ
の
旅

行
者
数
は
年
々
増
え
、
毎
日
松
本
市
に
も

多
く
の
外
国
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
去
っ
て
い

く
人
や
、
意
識
し
つ
つ
も
勇
気
が
出
ず
、

や
む
な
く
通
り
過
ぎ
る
人
な
ど
…
皆
さ
ん

は
心
当
た
り
あ
り
ま
す
か
。

　

で
も
、
も
し
も
そ
の
場
に
遭
遇
し
た
時

に
、
流
ち
ょ
う
な
外
国
語
で
「
ど
こ
か
お

探
し
で
す
か
」
な
ん
て
さ
り
げ
な
く
話
し

か
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
ス
マ
ー
ト
で
か

っ
こ
い
い
で
す
よ
ね
。

　

こ
の
こ
と
は
、
障
害
が
あ
る
方
に
対
し

て
も
同
じ
で
す
。
例
え
ば
、
耳
が
聴
こ
え

な
い
方
が
何
か
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
手

話
で
会
話
が
で
き
た
ら
ス
マ
ー
ト
で
か
っ

こ
い
い
で
す
し
、
相
手
も
嬉
し
い
で
す
よ

ね
。

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
と
い
う
法
律

が
施
行
さ
れ
３
年
弱
経
ち
ま
す
。
こ
の
法

律
の
理
念
は
、
障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方

も
お
互
い
に
尊
重
し
な
が
ら
、
共
に
住
み

慣
れ
た
地
域
社
会
で
自
分
ら
し
く
生
き
る

共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
外
国
人
へ
の
関
心
が
高
ま
り

「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
か
ら
、
あ
ま
り

外
国
語
が
得
意
で
な
く
て
も
、
一
生
懸
命

身
振
り
手
振
り
で
答
え
て
あ
げ
る
方
な
ど

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
同
様
に
障
害
が
あ

る
方
に
対
し
て
も
、
困
っ
て
い
た
ら
勇
気

を
出
し
て
「
何
か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う

か
」
な
ど
と
身
振
り
手
振
り
で
声
を
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
外
国
語
や
手
話
を
使
っ
て

会
話
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
日
頃
か
ら
外
国
人
へ
の
関
心
と
同

様
に
、
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
て
も
、
も

っ
と
関
心
を
持
っ
て
接
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
心
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
き
、

お
互
い
に
あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

障
害
福
祉
課
　
障
害
福
祉
担
当

（
☎
34－

３
２
１
２
　
ｆ
36－

９
１
１
９
）

●問い合わせ　農政課（☎34－3221 ｆ36－6217）

第15回松本市地産地消懇談会
～和食文化の継承と味覚教室～

▲基調講演

▲展示・試食コーナー
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医
療
メ
モ 

＃
３
６
４

あがたの森図書館　 1月のテーマブック

　

そ
の
昔
、
ニ
キ
ビ
は
「
青
春
の
シ
ン
ボ

ル
」
と
言
わ
れ
て
治
療
対
象
と
は
さ
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
ニ
キ

ビ
を
研
究
す
る
専
門
家
も
い
な
け
れ
ば
薬

も
無
か
っ
た
、
と
言
う
の
が
本
当
の
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
十
年
余
り
で
ニ

キ
ビ
治
療
は
大
き
く
進
歩
し
ま
し
た
。
ニ

キ
ビ
の
科
学
的
解
明
と
新
薬
の
登
場
で
、

ニ
キ
ビ
は
病
気
、
痕
を
残
さ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
治
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
意
識

が
医
師
側
に
も
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
ニ
キ
ビ
は
思
春
期
に
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
で
発
症
す
る
と
い
う
事
実
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
ル
モ
ン
の
作
用

で
皮
脂
の
分
泌
が
増
え
、
そ
れ
に
よ
り
毛

穴
の
目
詰
ま
り
が
起
こ
り
毛
穴
に
皮
脂
が

た
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
ニ
キ
ビ
菌
が

繁
殖
し
て
ニ
キ
ビ
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
で

す
か
ら
、
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
は
ホ
ル
モ
ン
、

皮
脂
の
分
泌
、
毛
穴
の
目
詰
ま
り
、
ニ
キ

ビ
菌
の
繁
殖
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か

を
診
察
、
治
療
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ニ
キ
ビ
は
生
理
現
象

で
あ
り
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
ニ
キ
ビ

が
出
な
い
よ
う
に
食
い
止
め
て
生
活
の
質

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
時
代
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。
従
来
の
ニ
キ
ビ
治
療
は
ニ

キ
ビ
菌
を
抑
え
て
ニ
キ
ビ
を
目
立
た
な
く

す
る
と
い
う
も
の
が
主
で
し
た
が
、
近
年
、

新
薬
の
登
場
で
ニ
キ
ビ
治
療
が
劇
的
に
進

化
し
ま
し
た
。
ニ
キ
ビ
で
諦
め
て
い
る
方
、

も
う
一
度
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

最
後
に
、
日
常
の
注
意
で
す
が
、
ホ
ル

モ
ン
は
な
か
な
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
に
は

規
則
正
し
い
生
活
と
食
生
活
、
適
度
な
運

動
と
良
質
な
睡
眠
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
毛
穴
の
目
詰
ま
り
を
予
防
す
る
た
め

に
ピ
ー
リ
ン
グ
効
果
の
あ
る
洗
顔
石
鹸
も

有
効
で
す
。
古
来
よ
り
経
験
則
的
に
便
秘

と
吹
き
出
物
の
関
連
が
言
わ
れ
ま
す
が
、

や
は
り
規
則
正
し
く
排
便
す
る
こ
と
は
重

要
で
す
。
も
う
、「
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
」

は
過
去
の
話
。
ニ
キ
ビ
を
治
し
て
青
春
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

松
本
市
医
師
会

U
R
L
: h

ttp
://w

w
w

.m
a
tsu

-m
e
d
.o

r.jp

　

ニ
キ
ビ
を
治
そ
う

　市内図書館各館では、毎月テーマブックの展示を行っています。
今月は、あがたの森図書館展示からおすすめの一冊を紹介します。

●問い合わせ　あがたの森図書館（☎32－1761 ｆ33－9986）

【参考】「プラスチック・スマート」キャンペー
ンサイト（http://plastics－smart.env.go.jp/）
●問い合わせ　環境政策課（☎34－3268）

冬が楽しくなる本

　松本の長～い冬、早く春になら
ないかなあと思いながら日々を過
ごしてしまいますが、そんな冬の
寒い日々が思わず楽しくなってし
まうような本をご紹介します。
　今回ご紹介する本は、雪の結晶
の本です。雪の結晶ができる過程
や種類などが、綺麗な写真ととも
に詳しく紹介されています。全く
同じ形のものは世界に一つもない
といわれる雪の結晶。背中を丸め
て歩きがちな、雪の降る寒い日も、
こんな綺麗なものが降ってきてい
ると思うと、外に出るのが楽しくなりそうですね。
　この他にも、温かい料理の本や手芸の本、小説など、冬が楽
しくなる本をたくさん用意しています。ぜひあがたの森図書館
にお越しください。

『雪の結晶　小さな神秘の世界』
ケン・リブレクト／著
河出書房新社　2014年10月発行

もったいない ! !
まいにち・いつでも

　ポイ捨てなどにより、回収されずに河
川等から海に流れ込む「海洋プラスチッ
クごみ」は、長い間海に残り、地球規模
での環境汚染が懸念されています。これ
らを解決するためは、個人・企業・行政
等が主体的に取り組み、プラスチックと
賢く付き合っていくことが重要です。国
では、そうした取り組みを応援するため
「プラスチック・スマート」キャンペーン
を実施しています。
　皆さんも今一度プラスチックの廃棄に
ついて見直し、地球にやさしい生活を心
がけてみませんか。
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

お
知
ら
せ

情報チャンネル

市
税
・
国
保
税
な
ど
は

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い

　

納
期
限
の
到
来
し
て
い
る
、
軽

自
動
車
税
、
市
県
民
税
第
１
期
～

３
期
、
固
定
資
産
税
第
１
期
～
３

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
～

６
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
１
期
～
６
期
、
介
護
保
険
料
第

１
期
～
９
期
の
納
付
を
お
忘
れ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
納
付

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
お
納

め
く
だ
さ
い
。

　

１
月
31
日
㈭
は
、
平
成
30
年
度

の
市
県
民
税
第
４
期
、
国
民
健
康

保
険
税
第
７
期
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
第
７
期
、
介
護
保
険
料

第
10
期
の
納
期
限
で
す
。
バ
ー
コ

ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
納
付
書

で
あ
れ
ば
、
24
時
間
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き

ま
す
。
納
め
忘
れ
の
無
い
口
座
振

替
・
自
動
払
込
も
で
き
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
に
は
督
促
状
の
発
送
、
ま
た
は

市
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
確
認

の
電
話
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
納
期
限
内
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

問

一
般
市
税
は
納
税
課
（ 

本
５ 　

☎
33－

１
１
９
２　
ｆ
39－

０
７
２

３
）、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
は
保
険
課
（ 

東
２ 　

☎
34－

３

２
１
５　
ｆ
39－

２
５
２
３
）

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
の

申
告
は
お
早
め
に

　

市
内
で
工
場
、
商
店
、
農
業
、

駐
車
場
、テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
、賃
貸
家

屋
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
会
社
や

個
人
が
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有

し
て
い
る
償
却
資
産
は
、
土
地
や

家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税

の
課
税
対
象
で
す
。

　

事
業
用
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
所
有
す
る
資

産
に
つ
い
て
、
地
方
税
法
第
３
８

３
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
申
告
は
税
務
署
へ

の
確
定
申
告
と
は
別
の
も
の
で
す

の
で
、
所
得
税
・
法
人
税
の
申
告

で
、
減
価
償
却
費
を
計
上
し
て
い

る
方
は
、
内
容
を
確
認
の
上
、
そ

の
資
産
の
状
況
に
つ
い
て
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
初
め
て
申
告
す

る
な
ど
で
申
告
書
が
必
要
な
方
や

償
却
資
産
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
主
な
償
却
資
産
の

例
＝
①
構
築
物
（
舗
装
路
面
・
広

告
設
備
・
門
・
フ
ェ
ン
ス
・
緑
化

施
設
等
）　

②
機
械
及
び
装
置

（
各
種
製
造
設
備
等
の
機
械
や
装

置
、
事
業
用
の
太
陽
光
発
電
設
備

等
）　

③
船
舶　

④
航
空
機　

⑤

車
両
及
び
運
搬
具
（
動
力
運
搬

車
・
大
型
特
殊
自
動
車
等
）　

⑥

工
具
・
器
具
及
び
備
品
（
エ
ア
コ

ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー
ス
、

机
・
椅
子
、
テ
レ
ビ
、
レ
ジ
ス
タ

ー
等
）　

※
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
課
税

の
対
象
で
あ
る
も
の
は
除
き
ま

す
。　
他

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
伴
い
、
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー（
個
人
番
号
・
法
人
番
号
）

の
記
入
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
個

人
番
号
を
記
載
し
た
申
告
書
を
提

出
い
た
だ
く
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
に
定
め
る
本
人
確
認
（
番

号
確
認
と
身
元
確
認
、
代
理
申
告

の
場
合
は
あ
わ
せ
て
代
理
権
確

認
）
を
実
施
し
ま
す
。　

●
申
告

期
限
＝
１
月
31
日
㈭　

問

資
産

税
課
（ 

本
２ 　

☎
33－

４
３
９
８　

ｆ
39－

０
７
２
５
）

「
緑
の
募
金
」
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
年
度
実
施
し
ま
し
た
「
緑
の

募
金
」
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
市
内
で

６
３
７
万
８
７
１
２
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

募
金
は
全
額
、（
公
財
）
長
野

県
緑
の
基
金
へ
送
ら
れ
、
公
共
施

設
へ
の
緑
化
木
の
配
布
や
植
樹
祭

の
開
催
な
ど
、
地
域
の
緑
化
活
動

や
森
林
整
備
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
募
金
の
一
部

は
、
松
本
市
緑
化
推
進
委
員
協
議

会
へ
還
元
さ
れ
、
市
内
の
緑
化
活

動
の
推
進
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問

公
園
緑
地
課
（ 

大
６ 　

☎
34

－

３
２
５
４　
ｆ
34－

３
２
９
９
）

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

付
す
る
制
度
で
す
。
年
を
と
っ
た

と
き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
生
活
を
現
役
世
代
み
ん
な
で

支
え
る
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た

仕
組
み
で
す
。

　

20
歳
に
な
る
月
の
前
月
末
頃
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
加
入
手
続
き

の
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
（
厚
生

年
金
、
共
済
組
合
加
入
中
の
方
は

除
く
）。
学
生
の
方
や
所
得
が
少

な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

問

市
民
課
年
金
担
当
（ 

東
１ 　

☎
34－

３
２
１
８　
ｆ
37－

０
２
６

０
）、
松
本
年
金
事
務
所
（
☎
32－

４
６
６
４
）

都
市
計
画
案
（
用
途
地
域
・
地

区
計
画
）
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

内

①
惣
社
地
区
に
お
け
る
用
途

地
域
の
変
更　

②
松
本
市
惣
社
土

地
区
画
整
理
事
業
地（
惣
社
、大
字

大
村
、横
田
２
丁
目
、
横
田
３
丁

目
）
に
お
け
る
地
区
計
画
の
決
定　

日

１
月
４
日
㈮
～
18
日
㈮　

※

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で

き
ま
す
。　
場
・
問

都
市
政
策
課

（ 

本
５ 　

☎
34－

３
２
５
１　
ｆ
34

－

３
２
０
２
）　

お
知
ら
せ

問　環境保全課（ 東４  　☎34－3267 ｆ34－0400）

空間放射線量測定値
　長野県が通年で実施している測定値です。

日時 場所 測定値（μSv/h）
12月12日午前 9時 松本合同庁舎 0.067

　詳細は、水道水中の放射性物質濃度の測定値とあわせ、
市ホームページをご覧ください。

SBCラジオで「ラジオ広報まつもと」を放送しています。　放送日：毎週月～金曜日の午前11時40分頃、午後2時30分頃

市役所行き先　凡例　（例：本 ３→本庁舎 ３階）本：本庁舎　本別：本庁舎別棟
� 本北：本庁舎北別棟　東：東庁舎　東別：東庁舎別棟　大：大手事務所
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

お
知
ら
せ

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

認
定
新
規
就
農
者

認
定
農
業
者
の
申
請
受
け
付
け

【
認
定
新
規
就
農
者
】

　

青
年
等
就
農
計
画
の
30
年
度
第

4
回
の
認
定
を
行
い
ま
す
。
認
定

さ
れ
る
と
、
青
年
等
就
農
資
金
な

ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対

市
内
で
新
た
に
農
業
経
営
を

開
始
し
よ
う
と
す
る
方
、
お
よ
び

農
業
経
営
を
開
始
し
て
か
ら
５
年

以
内
の
方
で
、
18
歳
以
上
45
歳
未

満
の
方
、
ま
た
は
知
識
・
技
能
を

有
す
る
65
歳
未
満
の
方　

※
認
定

農
業
者
は
対
象
外

【
認
定
農
業
者
】

　

農
業
経
営
改
善
計
画
の
30
年
度

第
4
回
の
認
定
を
行
い
ま
す
。
５

年
後
に
む
け
た
経
営
の
計
画
を
作

り
、
認
定
さ
れ
る
と
、
農
業
機
械

購
入
時
の
補
助
な
ど
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対

自
ら
の
創
意
工
夫
に
基
づ
き
、

経
営
の
改
善
を
進
め
よ
う
と
す
る

農
業
者
の
方

申
・
問

と
も
に
2
月
8
日
㈮
ま

で
に
農
政
課
（ 

本
５ 　

☎
34－

３

２
２
２　
ｆ
36－

６
２
１
７
）、
西

部
農
林
課
（
☎
78－

３
０
０
３　
ｆ

78－

３
９
４
２
）
へ

【
農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

リ
ン
ゴ
黒
星
病
の

防
除
強
化
の
お
願
い

　

県
外
か
ら
導
入
し
た
り
ん
ご
の

苗
木
で
、
農
薬
の
Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
・
Ｑ

ｏ
Ｉ
剤
が
効
か
な
い
黒
星
病
の
発

生
が
２
０
１
８
年
６
月
に
県
内
で

初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
黒
星

病
は
、
り
ん
ご
の
安
定
生
産
と
販

売
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
、

ま
ん
延
を
防
止
す
る
に
は
、
２
０

１
９
年
以
降
も
徹
底
し
た
防
除
が

重
要
で
す
。

　

長
野
県
で
は
２
０
１
９
年
の
り

ん
ご
防
除
基
準
を
大
幅
に
見
直
し
、

防
除
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
り
ん
ご
の
木
を
お
持
ち

の
方
は
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
疑
わ
し

い
症
状
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

時
30
分　

②
旧
寿
台
警
察
官
派
出

所
跡
地
／
午
前
11
時
30
分
～
正
午　

【
入
札
】

日

２
月
１
日
㈮　

場

契
約
管
財

課
契
約
室　

他

入
札
に
は
入
札

保
証
金
（
入
札
金
額
の
１
０
０
分

５
以
上
）
が
必
要

申

１
月
24
日
㈭
ま
で
に
、
所
定

の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

持
参
、
ま
た
は
郵
送
（
締
切
日
必

着
。
書
留
ま
た
は
簡
易
書
留
）
で

契
約
管
財
課
へ

●
資
料
請
求
・
問

契
約
管
財
課

（ 

本
別
２ 　

☎
34－

３
０
１
０　
ｆ

36－

２
５
９
２
）　

※
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

売却物件市有地
（所在地） 地目 面積（㎡） 用途地域 参考価格

①松島教員住宅
　（島内4210番 7 外 1 筆） 宅地 223.42 第一種住居地域 952万円

②旧寿台警察官派出所跡地
　（寿台三丁目 1番104） 宅地 401.33 第一種中高層住居専用地域 1,619万円

※参考価格＝目安となる金額

第17回 中核市お知らせコーナー

長野県・長野市と
保健衛生行政に関する連携強化を図ります

　平成33年（2021年）4 月 1 日に保健所の開所を予定している松
本市は、保健所を設置している長野県・長野市との三者で、食中毒
や感染症に対する予防と対策などの保健衛生行政に関する質の向上
と連携の強化のため、平成30年１2月25日に協定を結びました。

　この協定に基づき、県から市へ、保健所長の資格を持つ公衆衛生
医師の派遣や、県と市で、獣医師や薬剤師などの技術職員の相互派
遣などを行います。人的交流により、県と市とが共同で職員の育成
を行い、職員の資質向上を図ることで、円滑な中核市への移行が期
待できます。
問　中核市推進室（ 東２  　☎３４－３００５ ｆ３４－３２０４）

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
お
近
く
の 

Ｊ
Ａ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
（
☎
40－

１
９
４
５
）

バ
ス
、
鉄
道
の
時
刻
表
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

バ
ス
を
始
め
と
し
た
公
共
交
通

を
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
公
共
交
通
の
路
線
図
、
時
刻

等
を
掲
載
し
た
時
刻
表
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
持
ち
運
び
や
す
い
Ａ

５
サ
イ
ズ
の
冊
子
で
す
。

●
配
布
場
所
＝
市
役
所
受
付
、
各

地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
松

本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
松
本
市
観

光
案
内
所
（
松
本
駅
、
大
手
事
務

所
）　
問

交
通
安
全
・
都
市
交
通

課
（ 

本
５ 　

☎
34

－

３
０
３
３　

ｆ
34－

３
２
０
２
）

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
地

を
売
却
し
ま
す
。

【
現
地
説
明
会
】

日

１
月
17
日
㈭　

●
時
間
＝
①

松
島
教
員
住
宅
／
午
前
10
時
～
10

※�データ版は、市
ホームページを
ご覧ください。
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

お
知
ら
せ

募
集

相
談

情報チャンネル

－

０
８
０
１　

美
須
々
５－

１　
ｆ

45－

１
０
２
４
）
へ
送
付　

③
電

子
メ
ー
ル
：
申
込
書
を
作
成
し
、

タ
イ
ト
ル
に
「
平
成
31
年
度
松
本

市
熟
年
体
育
大
学
受
講
申
込
み
」

と
記
載
し
てtaiiku@

city.m
a 

tsum
oto.lg.jp

へ
送
信

問

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
熟
年
体
育

大
学
担
当
（
☎
45－

９
５
１
１
）

【
人
権
・
男
女
共
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

人
権
に
関
し
て
お
悩
み
の
方
は

法
務
局
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
へ

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
関
す

る
相
談
を
受
け
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

日

１
月
11
日
㈮
、
２
月
１
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場

な

ん
な
ん
ひ
ろ
ば
（
松
南
地
区
公
民

館
）
会
議
室
１
・
２　

※
２
月
１

日
は
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

も
受
け
ま
す
。　
￥

無
料　
問

長

野
地
方
法
務
局
松
本
支
局
（
☎
32

－

２
５
７
１　
ｆ
32－

２
５
７
２
）

【
危
機
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　

陸
・
海
・
空
自
衛
官
の
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
身
分
は
特
別

職
国
家
公
務
員
で
す
。

●
種
目
＝
【
陸
・
海
・
空
　
自
衛

官
候
補
生
】
任
期
制
自
衛
官
要
員　

対

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

（
男
女
共
）
※
入
隊
資
格
の
上
限

が
33
歳
未
満
に
な
り
ま
し
た
。　

相
談

募
集

受

１
月
１
日
㈷
～
30
日
㈬　

●

試
験
日
＝
２
月
９
日
㈯　

●
試
験

会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
松
本
駐
屯
地

（
高
宮
西
１－

１
）　
問

自
衛
隊
長

野
地
方
協
力
本
部　

松
本
地
域
事

務
所
（
深
志
２－

６－

５
マ
ル
ナ
カ

深
志
ビ
ル
1
階　

☎
36－

２
７
８

７
）

松
本
市
熟
年
体
育
大
学

（
総
合
体
育
館
コ
ー
ス
）受
講
生
募
集

対

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
方　

※
過
去
に
熟
年
体
育
大
学
（
総
合

体
育
館
コ
ー
ス
）、
健
康
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
、
歩
講
座
を
受
講
さ
れ

た
方
も
再
受
講
で
き
ま
す
。
ま
た
、

運
動
を
制
限
さ
れ
て
い
る
方
は
医

師
と
相
談
を
。　
日

31
年
４
月
～

33
年
３
月
（
２
年
間
）　
場

総
合

体
育
館　

他　

定

１
２
０
人

（
新
規
の
方
を
優
先
し
、
再
受
講

の
方
は
先
着
順
）　

￥

１
学
年
１

万
２
０
２
０
円
、
２
学
年
１
万
６

９
２
０
円　

※
活
動
量
計
、
血
液

検
査
料
、
施
設
使
用
料
、
保
険
料

込
み　

内

２
学
年
共
通
／
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、
体
力
測
定
と
血
液
検

査
年
３
回
実
施　

１
学
年
／
講

義
・
実
技
等
（
月
１
～
２
回
、
主

に
土
曜
日
の
午
前
）
２
学
年
／
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
（
週
１
～
２

回
）
※
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
行

い
ま
せ
ん
。　

●
体
験
・
説
明
会

＝
31
年
１
月
12
日
㈯
、
２
月
９
日

㈯
両
日
と
も
午
前
10
時
～
正
午
／

総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

申
・
問

31
年
１
月
21
日
㈪
～
２

月
28
日
㈭
に
、
熟
年
体
育
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
jukudai.com

/

）
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
を
作
成
し
て
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

熟
年
体
育
大
学
担
当
へ　

①
ス
ポ

ー
ツ
推
進
課
で
直
接
申
し
込
み

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
）　

②
郵
送
（
２
月
28
日
ま
で

の
消
印
有
効
）
か
フ
ァ
ク
ス
：
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
年
齢
・
生
年
月
日
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
総

合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

熟
年
体
育
大
学
担
当
（
〒
３
９
０

「横断歩道は、必ず止まって歩行者保護を！」
ワンポイント交通安全

問　交通安全・都市交通課（ 本５  　☎34－3245 ｆ34－3202）

交差点で右左折するとき、渡っている歩行者を守らない！
横断歩行者妨害違反
【反則金（普通車）9,000円 点数２点】

〇交差点を右左折した先にも、横断歩道があります。
〇巻き込み防止のため、右左折はゆっくり、確実な安全確認
〇歩行者がいた場合は、必ず止まり渡らせてあげましょう。

FM長野で市政広報番組「松本市ワンポイントガイド」を放送しています。　放送日：毎月第1・第3・第5土曜日の午前8時25分～

ありがとう
一時停止
安全確認

渡ってるよ

 松本市の悪い交通マナー 
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

募
集

お
知
ら
せ

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

シ
ル
バ
ー
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

４
月
か
ら
市
内
の
公
立
保
育

園
・
幼
稚
園
で
園
児
と
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
園
の
環
境
整
備
等
を
し

た
り
す
る
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

対

市
内
在
住
の
60
～
70
歳
で
、

健
康
で
子
ど
も
が
好
き
な
方　

定

若
干
名　

●
勤
務
＝
週
２
回

（
１
カ
月
８
回
ま
で
）
午
前
９
時

～
午
後
１
時
（
午
前
は
保
育
の
補

助
的
な
こ
と
、
午
後
は
園
の
環
境

整
備
な
ど
）　
他

第
２
種
臨
時
職

員
と
し
て
の
採
用
で
す
。
１
時
間

８
２
１
円
。
通
勤
手
当
有
。
年
次

有
給
休
暇
有
。
労
災
保
険
は
市
で

加
入
し
ま
す
。　

申
・
問

１
月
30

日
㈬
～
２
月
１
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
正
午
～
午
後
１
時
は

除
く
）
に
履
歴
書
（
要
写
真
）
を

直
接
、
保
育
課
（ 

東
２ 　

☎
33－

９
８
５
７　
ｆ
34－

３
２
３
６
）
へ　

※
受
付
時
に
面
接
し
ま
す
。

議
員
選
挙
の
臨
時
職
員
と

若
者
立
会
人
募
集

　

平
成
31
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
長
野
県
議
会
議
員
選
挙
と
松

本
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
で
、

期
日
前
投
票
所
の
受
付
等
の
選
挙

事
務
に
従
事
す
る
臨
時
職
員
と
、

若
者
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

【
事
務
局
付
臨
時
職
員
】

●
勤
務
内
容
＝
選
挙
物
品
等
準
備

作
業　

※
重
い
荷
物
の
運
搬
等
の

作
業
が
あ
り
ま
す
。　

●
勤
務
期

間
＝
２
月
上
旬
～
４
月
下
旬
予
定　

●
勤
務
場
所
＝
松
本
市
役
所
（
選

挙
管
理
員
会
事
務
局
）　

●
時
給

＝
８
５
５
円
（
予
定
）。
超
過
勤

務
手
当
の
支
給
あ
り
。　

●
面
接

＝
採
用
前
に
行
い
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
所
臨
時
職
員
】

対

氏
名
検
索
等
の
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
。
住
所
と

年
齢
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

●

勤
務
内
容
＝
期
日
前
投
票
所
で
の

受
付
事
務　

●
勤
務
日
時
＝
３
月

末
～
４
月
中
旬　

午
前
８
時
15
分

～
午
後
８
時
15
分　

●
勤
務
場
所

＝
松
本
市
役
所
、
な
ん
ぷ
く
プ
ラ

ザ
、長
野
県
松
本
合
同
庁
舎
、松
本

駅
東
西
自
由
通
路
等　

●
時
給
＝

８
５
５
円
（
予
定
）。
超
過
勤
務

手
当
の
支
給
あ
り
。　

●
面
接
＝

採
用
前
に
行
い
ま
す
。

【
若
者
立
会
人
】

　

選
挙
が
公
正
か
つ
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
確
認
を
行
い
ま
す
。

対

満
18
歳
～
30
代
の
方
で
、
松

本
市
に
３
カ
月
以
上
住
民
票
を
置

い
て
い
る
方　

●
勤
務
日
数
＝
期

間
の
う
ち
１
～
３
日
程
度
。
土
・

日
曜
日
は
10
代
の
方
を
優
先
し
ま

す
。　

●
報
酬
＝
１
日
１
万
１
１

０
０
円
（
予
定
）

申
・
問

１
月
7
日
㈪
～
31
日
㈭

に
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（ 

東
４ 　

☎
34－

３
２
３
０　
ｆ
39

－

１
１
６
０
）
へ

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

合
唱
団
、
出
演
者
募
集

【
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
・

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
世
代

を
超
え
た
市
民
が
声
を
合
わ
せ
る

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
般
公

募
合
唱
団
を
募
集
し
ま
す
。

対

小
学
生
以
上
（
年
齢
不
問
）　

日

３
月
31
日
㈰
午
後
２
時
開
演

予
定　

場

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル 

メ
イ
ン
ホ
ー
ル　

定

50
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　

内

新
実
徳
英
作
曲
『
白
い
う
た

青
い
う
た
』
よ
り
「
二
十
歳
」、

「
い
で
そ
よ
人
を
」
を
中
村
雅
夫

指
揮
で
歌
い
ま
す
。
作
曲
者
自
身

の
指
導
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
練

習
は
２
～
３
月
に
計
５
回
を
予
定　

￥

楽
譜
代
２
０
０
０
円
（
予
定
）　

申

練
習
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、

１
月
14
日
㈷
ま
で
に
応
募
要
領
を

電
話
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（info@
harm

onyhall.jp

）
で

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

【
第
40
回
新
人
演
奏
会
出
演
者
募
集
】

　

今
春
、
音
楽
関
係
の
大
学
を
卒

業
・
修
了
す
る
皆
さ
ん
に
よ
る

「
新
人
演
奏
会
」
の
出
演
者
を
募

集
し
ま
す
。

対

31
年
３
月
に
音
楽
関
係
学
校

卒
業
・
修
了
予
定
で
、
長
野
県

（
主
に
中
信
地
区
）
出
身
の
方　

日

４
月
14
日
㈰　

午
後
１
時
開

演
予
定　

場

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル　
申
・

問

２
月
22
日
㈮
必
着
で
、
所
定

の
用
紙
を
郵
送
、
ま
た
は
直
接
、

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
〒
３

９
０－

０
８
５
１　

島
内
４
３
５

１　

☎
47－

２
０
０
４　
ｆ
47－

２

３
８
３
）
へ　

※
申
込
書
と
募
集

要
項
は
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

窓
口
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.harm

ony 
hall.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

問

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
☎

47－

２
０
０
４　
ｆ
47－

２
３
８
３
）

センター試験実施に伴う交通渋滞にご注意を
　「平成31年度大学入学者選抜大学入試センター試験」が １ 月19日
㈯・20日㈰に実施されます。信州大学松本キャンパスの会場では、例
年、周辺道路で受験生の送
迎による交通渋滞が発生し
ています。 特に19日の午
後 ６ 時頃～ ７ 時30分頃に
かけて受験生の迎えの車両
が多く、またシャトルバス
も多数運行するため、渋滞
の発生が予想されます。
　市民の皆さんには、大変
ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いし
ます。
問　信州大学学務部入試課
　　（☎３7－２１９２）

松本
美須々ヶ丘
高等学校

松本第一
高等学校

松本文化
会館

旭町
中学校

信州大学

※太線の道路は、
　特に渋滞が
　予想されます。

信州大学
附属病院

附属松本
小学校

附属松本
中学校

や
ま
び
こ
道
路

女
鳥
羽
川

143
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

募
集

情報チャンネル

松
本
市
立
地
適
正
化
計
画

（
改
定
版
）
の
意
見
募
集

　
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
持

続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
29
年
3
月
に
策
定

し
た
松
本
市
立
地
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
、
計
画
内
容
を
追
加
し
、

改
定
版
を
作
成
し
ま
す
。
幅
広
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
場
所
＝
都
市
政
策
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
窓
口　

●
募
集
期
間

＝
1
月
17
日
㈭
～
2
月
15
日
㈮　

問

都
市
政
策
課
（ 

本
５ 　

☎
34

－

３
２
５
１　
ｆ
34－

３
２
０
２
）

松
本
市
健
康
福
祉
21

市
民
会
議
の
委
員
募
集

　

市
民
の
健
康
や
福
祉
に
関
す
る

計
画
等
に
つ
い
て
審
議
等
を
す
る

た
め
、
総
合
的
・
多
角
的
な
視
野

か
ら
ご
意
見
い
た
だ
け
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
方　

①
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方　

②
年
数
回
、
平
日
の
昼

間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方　

③
健
康
福
祉
全
般
に
関
心

募
集

が
あ
り
、
積
極
的
な
意
見
や
提
言

を
お
持
ち
の
方　

●
募
集
人
員
＝

若
干
名　

●
任
期
＝
次
回
の
会
議

開
催
日
（
開
催
日
未
定
）
か
ら
２

年
間　

●
応
募
書
類
＝
①
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電
話

番
号
・
応
募
動
機
な
ど
を
記
載
し

た
申
込
書　

※
応
募
申
込
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
が
、
右
記
の
項
目

が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
様
式
は
自

由
と
し
ま
す
。　

②
「
健
康
福
祉

に
関
す
る
私
の
考
え
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
、

様
式
は
自
由
）　

申
・
問

１
月
31

日
㈭
ま
で
に
、
郵
送
（
当
日
消
印

有
効
）、
電
子
メ
ー
ル
、
ま
た
は

持
参
で
福
祉
計
画
課
（ 

東
２ 　

☎
34－

３
２
２
７　
ｆ
34－

３
２
０

４　

ｍfukusi

－k@
city.m

a 
tsum

oto.lg.jp

）
へ

松
本
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に

係
る
意
見
募
集

　

大
規
模
災
害
時
に
集
中
し
て
大

量
に
発
生
す
る
災
害
廃
棄
物
を
適

切
か
つ
円
滑
に
処
理
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
策
定
す
る
松
本
市
災

害
廃
棄
物
処
理
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
、
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方　

日

１
月
13
日
㈰
ま
で　

場

環
境

政
策
課
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
行

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
民
相
談
課

内
）、
各
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
窓
口　

内

所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
は
、
ど
の
部
分
（
ペ
ー
ジ

等
）
に
対
す
る
も
の
か
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。　

申
・
問

持
参
・

郵
送
の
場
合
は
１
月
11
日
㈮
必
着
、

フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
１
月
13
日
㈰
ま
で
に
環
境
政
策

課
（ 

東
４ 　

〒
３
９
０－

８
６
２

０　

丸
の
内
３－

７　

☎
34－

３
２

６
８　
ｆ
34

－

０

４
０
０　

ｍs-
kankyo@

city.
m

atsu
m

oto.
lg.jp

）
へ　

※
電

話
不
可

市営霊園墓所の使用者募集

【申請】　※郵送不可
場　環境保全課霊園葬祭係
●使用墓所　抽選会で決定します。
●�募集要項・申請書　�環境保全課霊園葬祭係と各支所・

出張所にあります。　
持　�申請者の住民票抄本・戸籍謄本・印鑑
　　※�住民票抄本と戸籍謄本は、３ カ月以内に発行され

た正本

【墓所現地案内】
　事前に募集墓所の確認をしていただくため、現地を案
内します。
日　 １ 月19日㈯
場　�中山霊園／午前10時～正午に募集聖域で随時案内

【抽選会】　
日　 ２ 月 6 日㈬
場　松本市勤労者福祉センター

【随時受付】
中山霊園返還聖域、奈川霊園（奈川地区）・上野霊園（梓
川地区）・下原霊園（波田地区）・つつじヶ丘霊園（波田
地区）の使用者申し込みは随時受け付けています。

問　環境保全課霊園葬祭係
　　（ 東 4  　☎34－3043 ｆ34－0400）

FMまつもとで「まつもとCity Navi」を放送しています。　放送日：毎週木曜日の午前7時30分～　（再放送：毎週土曜日の午後0時30分～）

霊園名 中山霊園
募集数 第 ７聖域（ ４㎡）　１９区画

申請資格
３年以内に墓石を建立できる方
（市民であるなしを問いません）
承継予定者がいること

永代使用料 松本市民の方 ４２万９,０００円
松本市外の方 ５３万６,２５０円

管理料（年額） ２,９８０円
墓石の規格 あり（統一聖域※）

申請受付
平成31年 １ 月21日㈪～ ２月 ４日㈪　
（ １月26日㈯・27日㈰、 ２月 ２日㈯・ ３日㈰は
除く）

※�統一聖域とは、一定の規格による碑石、形象類のみを建設す
る聖域をいいます。

　中山霊園第 ３ 次造成地新規墓所の使用者を募集します。
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

募
集

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

梓
川
・
波
田
地
区
市
民
農
園
の

新
規
利
用
者
募
集

　

梓
川
・
波
田
地
区
に
あ
る
市
民

農
園
を
利
用
し
て
農
作
物
を
栽
培

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
利
用
期
間
は

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
、
１

年
ご
と
の
更
新
で
、
最
長
５
年
間

で
す
。

【
梓
川
や
ま
と
農
園
】

●
募
集
農
園
＝
や
ま
と
農
園
（
梓

川
倭
４
１
５
）　

●
募
集
区
画
数

＝
１
区
画　

￥

１
区
画
（
50
平

方
メ
ー
ト
ル
）
年
間
３
０
０
０
円

【
波
田
ふ
れ
あ
い
農
園
】

●
募
集
農
園
＝
島
農
園
（
波
田
２

３
０
５－

１
、
２
３
０
５－

２
）、

波
多
農
園
（
波
田
１
０
０
６
７－

１
）、
町
道
農
園
（
波
田
７
０
７

４－

１
、
７
０
７
４－
２
）　

●
募

集
区
画
数
＝
島
／
４
区
画
、
波
多

／
２
区
画
、
町
道
／
４
区
画　

￥

１
区
画
（
75
平
方
メ
ー
ト
ル
）

年
間
２
８
０
０
円

申
・
問

１
月
８
日
㈫
～
31
日
㈭

に
西
部
農
林
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
を
西
部

農
林
課
（
梓
川
支
所
１
階　

☎
78

－

３
０
０
３　
ｆ
78

－

３
９
４
２
）

へ
。（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

市民農園新規利用者を追加募集（二次募集）

（平成30年12月12日時点）

農園名 募集
区画数 所在地 料金 広さ 利用期間

岡田南 5 岡田町５０５－ １ ２,４００円 ３３㎡ ４ ～12月
原 4 原１１１４

２,０００円 ３３㎡ ４ ～12月

沢村 4 沢村 ３丁目１９１２
他 １ 筆

横田 1 横田 1丁目63－ 1
他 1 筆

里山辺 2 里山辺３６８９－ ３
入山辺北 7 入山辺５０８
入山辺南 6 入山辺４２３
神田北 4 神田 ３丁目３６７－ １
神田中 4 神田 ３丁目３６６

神田南 15 神田 ３丁目３９９
他 ３ 筆

中山北 4 神田 ２丁目１４０－ １
他 ２ 筆

中山南 4 神田 ２丁目１２２

並柳北 5 並柳１３８－ １
他 １ 筆

島立 1 島立３５３５－ １
他 １ 筆

高宮東 8 高宮東２０７－ ４
他 5 筆

笹部東 12 笹部 ２丁目８８８－ ６
他 ３ 筆

月見町南 6 笹部 ４丁目５１３
寿台 4 内田１０１
高宮北健康生きがい 2 高宮北４５３－ ３ ６,０００円 ５０㎡ ４ ～11月
高宮中健康生きがい 1 高宮中８０２－ １ ６,０００円 ５０㎡ ４ ～11月
内田地区簡易オートキャンプ
設備付き 9 内田３２７２ １ 万８,０００円 ２００㎡ ４ ～11月

　市民農園に空き区画があるため、二次募集を行います。農園の当選および
使用区画については、市の事前抽選により決定し、当選者には ２ 月中旬に別
途通知します。
対　市内在住の方（健康生きがい市民農園は、60歳以上の方優先、徒歩・

自転車通園が可能な方）
●募集期間　�１ 月 ７ 日㈪～21日㈪（当日消印有効）
●�注意事項　① １ 区画目の方が優先　②利用期間は １ 年、５ 年までの継続利

用ができます　③農園の通路など共有部分は、利用者の皆さんで管理して
いただきます　④契約開始後の利用料返還はできません　⑤駐車場が無
い農園が多いため、徒歩・自転車での通園をお願いします

申　はがき（郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望農園を明記）か申込用
紙（市ホームページでダウンロード）を持参、または郵送かファクス
で農政課　市民農園担当（〒３９０－８６２０　丸の内 ３ － ７ ）へ　

　　※電話での申し込み不可
問　農政課　市民農園担当
　　（〒３９０－８６２０　丸の内 ３ － ７ 　 本５  　☎34－３２２２ ｆ36－６２１７）
※�岡田南は水道あり（水道料込み）。健康生きがい市民農園は、栽培指導あり。

内田簡易オートキャンプ設備付農園は、水道・電気・駐車場あり（水道・
電気料は個人負担）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

募
集

催
し

情報チャンネル

松
本
市
育
英
資
金
奨
学
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
高
校
や
高
専
へ
進
学
、

ま
た
は
在
学
す
る
方
で
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ
る

方
に
松
本
市
育
英
資
金
奨
学
金
を

貸
与
し
て
い
ま
す
。

対

高
校
生
・
高
専
生
（
31
年
度

入
学
予
定
者
ま
た
は
在
校
生
）　

●
貸
与
額
＝
公
立
／
月
額
７
０
０

０
円
、
私
立
／
月
額
１
万
円　

平

成
31
年
度
新
１
年
生
は
、
希
望
に

よ
り
、
入
学
一
時
金
を
あ
わ
せ
て

貸
与
し
ま
す
。
貸
与
額
は
公
立
／

10
万
円
、
私
立
／
20
万
円　

●
償

還
＝
最
終
学
校
卒
業
の
６
カ
月
後

か
ら
貸
与
期
間
の
２
倍
の
期
間
内

に
無
利
子
で
月
賦
返
済
（
償
還
猶

予
、
償
還
免
除
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。）　

申

２
月
１
日
㈮
ま

で
に
、
在
学
す
る
中
学
校
ま
た
は
、

高
校
（
高
専
）
へ　

問

学
校
教

育
課
（ 

大
４ 　

☎
33－
９
８
４
６　

ｆ
34－

３
２
０
６
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
な
ど
を

行
う
嘱
託
職
員
募
集

対

①
大
学
ま
た
は
大
学
院
で
考

古
学
・
歴
史
学
等
を
専
攻
し
、
埋

募
集

蔵
文
化
財
の
調
査
に
つ
い
て
相
当

の
知
識
経
験
を
有
す
る
方　

②
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
経
験
を
有

し
、
①
と
同
程
度
の
能
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方　

定

若
干
名　

内

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
と
調

査
報
告
書
の
作
成
、
史
跡
整
備
業

務　

●
採
用
＝
31
年
４
月
１
日
予

定
（
１
年
ご
と
の
更
新
で
、
最
長

８
年
ま
で
）
有
給
休
暇
18
日
、
夏

季
休
暇
３
日　

●
条
件
＝
報
酬
年

額 

約
２
８
０
万
円
（
通
勤･

期
末

手
当
相
当
等
を
含
む
）　

申
・
問

２
月
22
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
を
文

化
財
課
埋
蔵
文
化
財
担
当（ 

大
３ 　

〒
３
９
０－

０
８
７
４　

大
手
３－

８－

13　

☎
85－

７
０
６
４　
ｆ
86

－

９
１
８
９
）
へ　

※
書
類
選
考

の
上
、
面
接
し
ま
す
。

【
商
工
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

Ｉ
Ｃ
Ｔ
拠
点
施
設
の
名
称
募
集

　

今
年
の
11
月
に
大
名
町
通
り
に

オ
ー
プ
ン
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
拠
点
施
設

の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。
最
優
秀

賞
に
は
、
当
施
設
の
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
半
年
、
優
秀
賞
に
は

３
カ
月
の
利
用
権
（
フ
リ
ー
デ
ス

ク
会
員
権
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
１
月
31
日
㈭
ま
で　

●
内
容
・
条
件
＝
①
施
設
の
コ
ン

セ
プ
ト
や
特
徴
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
も
の　

②
親
し
み
や
す
く
覚
え

や
す
い
も
の　

③
他
の
名
称
や
商

標
に
類
似
し
て
い
な
い
も
の　

④

自
作
の
未
発
表
の
も
の　

申
・

問

一
般
財
団
法
人
松
本
も
の
づ

く
り
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和
田

４
０
１
０－

27　

☎
40－
１
０
０
０　

ｆ
40－

１
０
０
１
）

【
福
祉
計
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

31
年
度
採
用
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
嘱
託
職
員
募
集

●
職
種
＝
①
介
護
職
員
／
20
人
程

度　

②
機
能
訓
練
指
導
員
／
若
干

名　

●
資
格
＝
①
介
護
福
祉
士
ま

た
は
受
験
資
格
者
、
社
会
福
祉
士

ま
た
は
受
験
資
格
者
、
介
護
職
員

初
任
者
研
修
修
了
者
（
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
の
資
格
者
）
で
老
人
福

祉
施
設
で
の
介
護
経
験
が
６
カ
月

以
上
あ
る
方　

②
看
護
師
、
准
看

護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
柔
道
整
復
師
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
有
資

格
者　

①
②
と
も
要
普
通
自
動
車

免
許　

※
各
資
格
は
31
年
３
月
末

ま
で
の
取
得
見
込
者
を
含
む
。
学

生
は
、
31
年
３
月
末
ま
で
の
卒
業

見
込
者
に
限
る
。　

●
勤
務
場
所

＝
松
本
市
、
塩
尻
市
、
東
筑
摩
郡
、

木
曽
郡
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
組
合

施
設　

●
採
用
試
験
＝
31
年
３
月

ま
で
随
時
実
施　

申

31
年
２
月

末
日
ま
で
に
、
組
合
各
施
設
、
事

務
局
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桔

梗
荘
内
）、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ｈ http://aoihato.com

/

）

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
組

合
各
施
設
、
事
務
局
へ　

問

松

塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
事

務
局
（
☎
53－

５
０
０
０
）

【
高
齢
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

高
齢
者
支
援
人
材
育
成

講
座
受
講
者
募
集

　

市
内
で
高
齢
者
支
援
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
育
成
・

支
援
を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

対

市
内
在
住
の
方　

日

①
１
月

30
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午　

②
２

月
25
日
㈪
午
後
２
時
～
４
時　

場

な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば
３
階
大
会

議
室　

定

先
着
60
人　

※
２
回

の
参
加
を
基
本
と
し
ま
す　

￥

無
料　

内

①
「
楽
し
く
、
た
め

に
な
る
医
者
の
話
」「
健
康
体
操

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
良
い
姿
勢
を

‼
」　

②
地
域
の
助
け
合
い
活

動
・
有
償
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
つ
い
て　

講

①
小
林

三
世
治
氏
／
医
師
、
細
野
麗
氏
／

地
域
実
践
者
・
看
護
師　

②
行
政

と
社
協
職
員　

申
・
問

１
月
25

日
㈮
ま
で
に
松
本
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課
（
☎
27－

３
３

８
１　
ｆ
27－

２
２
３
９
）
へ

催
し

テレビ松本Ｊ705チャンネルで松本市行政チャンネルを放送しています。ご覧いただくには、テレビ松本ケーブルビジョンとデジタル契約が必要です。

広報まつもと2019年 1 月号　22



お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

催
し

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

松
本
ス
イ
ー
ツ
２
０
１
９

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト

　

今
年
も
魅
力
的
な
松
本
ス
イ
ー

ツ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
今
年
度
コ

ン
テ
ス
ト
の
最
終
結
果
発
表
、
表

彰
式
に
加
え
て
、
受
賞
作
品
の
数

量
限
定
販
売
を
行
い
ま
す
。
購
入

者
の
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日

２
月
２
日
㈯
午
後
２
時
～
３

時
30
分　

※
販
売
は
予
定
数
に
達

し
次
第
終
了　

場

井
上
百
貨
店

本
店
７
階
催
事
場　

問

商
工
課

（ 

大
５ 　

☎
34－

３
２
７
０　
ｆ
34

－

３
０
０
８
）

※
裏
表
紙
に
、
松
本
ス
イ
ー
ツ
の

紹
介
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

大
人
向
け
絵
本
の

読
み
書
か
せ
講
座

　

絵
本
を
通
し
て
、い
の
ち
や
平
和
、

世
界
の
国
々
に
思
い
を
は
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。「
本
と
子
ど
も
の
発

達
を
考
え
る
会
」
が
行
っ
て
い
る

活
動
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
す
。

日

１
月
15
日
㈫
・
24
日
㈭
午
前

10
時
～
正
午　

※
１
回
の
み
の
参

加
も
可
能　

場

パ
レ
ア
松
本　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
室
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ

３
階
）　

定

25
人　

￥

無
料　

内

「
大
人
も
絵
本
を
！
～
絵
本

は
世
界
を
つ
な
ぐ
と
び
ら
～
」　

①
１
月
15
日
／
み
ん
な
と
も
だ
ち 

～
絵
本
で
多
文
化
共
生
・
平
和
・

国
際
理
解
を
考
え
る
～　

②
１
月

24
日
／
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
生
き

て
い
る 

～
絵
本
で
い
の
ち
を
考

え
る
～　

講

本
と
子
ど
も
の
発

達
を
考
え
る
会　

●
託
児
＝
１
歳

以
上
未
就
学
児
、
託
児
料
３
０
０

円
／
人
。
１
月
８
日
㈫
ま
で
に
、

お
子
さ
ん
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別

を
あ
わ
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　

申
・
問

パ
レ
ア
松
本
（
☎

39－

１
１
０
５　
ｆ
37－

１
１
５
３　

ｍkyousei@
city.m

atsum
o 

to.lg.jp
）　

※
要
申
し
込
み

女
性
向
け
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

ビ
ジ
ネ
ス
脳
の
鍛
え
方
セ
ミ
ナ
ー

　

自
分
の
考
え
や
企
画
を
同
僚
や

上
司
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
に
、
論
理
的
な
伝
え
方
を
学
ん

で
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

対

女
性　

日

１
月
26
日
㈯
午
前

10
時
～
正
午　

場

パ
レ
ア
松
本　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
室
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ

３
階
）
定

先
着
20
人　

￥

３
０

０
円　

内

各
種
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー

ル
（
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
、
付
箋
等
）

を
用
い
て
効
果
的
な
伝
え
方
を
学

ぶ　

講

金き
む　

日い
る
す秀
氏
／
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
研
修
講
師　

持

筆
記
用
具　

●
託
児
＝
１
歳

以
上
未
就
学
児
、
３
０
０
円
／
人
。

１
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
お
子
さ
ん

の
名
前
、年
齢
、性
別
を
あ
わ
せ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

申
・

問

パ
レ
ア
松
本（
☎
39－

１
１
０
５　

ｆ
37

－

１
１
５
３　
ｍkyousei 

@
city.m

atsum
oto.lg.jp

）

読
み
聞
か
せ
連
続
講
座

【
お
は
な
し
会
に

取
り
入
れ
や
す
い
わ
ら
べ
う
た
・

�

あ
そ
び
う
た
の
紹
介
】

日

１
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
11

時
30
分　

場

あ
が
た
の
森
文
化

会
館
１－

５
教
室　
講

豊
嶋
さ
お

り
さ
ん
／
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
す
が
の
っ
く
る
代
表　

伊
藤
深
雪
さ
ん
／
保
育
心
理
士
、

松
本
お
は
な
し
の
会

【
小
道
具
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
の
お
は
な
し
の
様
々
な
手
法
】

日

１
月
29
日
㈫
午
前
10
時
～
11

時
30
分　

場

本
郷
公
民
館
会
議

室　

講

豊
嶋
さ
お
り
さ
ん
／
Ｊ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
す

が
の
っ
く
る
代
表

【
初
め
て
で
も
語
り
や
す
い
素
話�

�

と
詩
や
こ
と
ば
遊
び
の
紹
介
】

日

２
月
５
日
㈫
午
前
10
時
～
11

時
30
分　

場

鎌
田
地
区
公
民
館　

中
会
議
室
１－

１　
講

谷
口
和
恵

さ
ん
／
絵
本
専
門
士
、
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
松
本
お
は

な
し
の
会
、
古
川
奈
保
子
さ
ん
／

松
本
お
は
な
し
の
会
代
表

【
紙
芝
居
の
基
本
と
演
じ
方
】

日

２
月
28
日
㈭
午
前
10
時
～
11

時
30
分　

場

波
田
文
化
セ
ン
タ

ー
２
階
会
議
室　

講

豊
嶋
さ
お

り
さ
ん
／
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
す
が
の
っ
く
る
代
表　

他

連
続
講
座
で
す
が
、
一
つ
の

講
座
の
み
で
も
申
し
込
み
可
能
。

大
人
の
た
め
の
講
座
で
す
。
小
さ

い
お
子
さ
ん
連
れ
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。　
申
・
問

中
央
図
書
館（
☎

32－

０
０
９
９　
ｆ
37－

１
１
４
８
）

「
人
権
映
画
の
日
」
を
開
催

　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
人
権
に
関

す
る
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

日

２
月
６
日
㈬
午
後
３
時
～
４

時
10
分　

場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ
３
階　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
室　

●
上
映
作
品

＝
①
マ
ラ
ラ
～
教
育
を
求
め
て
闘

う
少
女
～
（
字
幕
）　

②
わ
っ
か

カ
フ
ェ
へ
よ
う
こ
そ　

￥

無
料　

問

人
権
・
男
女
共
生
課
（
☎
39－

１
１
０
５　
ｆ
37－

１
１
５
３
）

平
成
30
年
度

松
本
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日

１
月
27
日
㈰
午
後
１
時
～
４

時
20
分　

場

ま
つ
も
と
市
民
芸

術
館　

小
ホ
ー
ル　

内

第
１

部
：
第
30
回 

松
本
市
景
観
賞
表

彰
式　

第
２
部
：
第
33
回
景
観
フ

ォ
ー
ラ
ム　

￥

無
料　

問

都
市

政
策
課
（ 

本
５ 　

☎
34－

３
０
１

５　
ｆ
34－

３
２
０
２
）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

催
し

情報チャンネル

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
催
し

【
エ
ク
セ
ル
上
級
Ⅰ
】

　

関
数
や
表
計
算
の
活
用
を
学
び

ま
す
。

対

エ
ク
セ
ル
を
日
常
的
に
使
用

し
、
さ
ら
に
高
度
な
機
能
を
学
び

た
い
方　

日

１
月
12
日
㈯
午
前

10
時
～
午
後
３
時　

場

教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
３
階
第
１
研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

３
０
７
０
円　

持

筆
記
用
具
、
昼
食　

申

１
月

５
日
㈯
～
電
話
受
け
付
け
の
み

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

�（
マ
ウ
ス
の
使
い
方
と
文
字
入
力
）】

　

お
絵
か
き
な
ど
で
マ
ウ
ス
に
慣

れ
、
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で
き
る
よ

う
学
び
ま
す
。

日

１
月
18
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

場

同
３
階
第
１
研
修

室　

定

先
着
11
人　

￥

１
０
２

０
円　

持

筆
記
用
具
、
昼
食　

申

１
月
11
日
㈮
～
電
話
受
け
付

け
の
み　
　

【
親
子
映
画
会
】

日

１
月
19
日
㈯
午
前
10
時
、
午

後
３
時　

場

同
３
階
ホ
ー
ル　

●
上
映
作
品
＝
「
ま
ん
が
偉
人
物

語
（
ノ
ー
ベ
ル
・
コ
ッ
ホ
）、
ま

ん
が
世
界
昔
ば
な
し
（
三
色
す
み

れ
・
ス
ー
ホ
ー
の
白
い
馬
）」　

催
し

定

１
５
０
人　
￥

無
料　
申

当

日
会
場
へ

【
エ
ク
セ
ル
上
級
Ⅱ
】

　

グ
ラ
フ
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
を
学
び
ま
す
。

対

エ
ク
セ
ル
を
日
常
的
に
使
用

し
、
さ
ら
に
高
度
な
機
能
を
学
び

た
い
方　

日

１
月
20
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
３
時　

場

同
３
階

第
１
研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

３
０
７
０
円　

持

筆
記
用
具
、

昼
食　

申

１
月
13
日
㈰
～
電
話

受
け
付
け
の
み

【
親
子
科
学
工
作
教
室

「
火
山
の
噴
火
を

�
楽
し
く
学
ぼ
う
！
」】

　

自
分
で
作
っ
た
粘
土
の
山
か
ら

溶
岩
を
噴
火
さ
せ
た
り
、
火
山
灰

を
観
察
し
た
り
し
ま
す
。

対

小
学
生
以
上　

日

１
月
26
日

㈯
午
前
９
時
～
10
時
30
分
、
午
後

１
時
30
分
～
３
時　

場

同
３
階

ス
タ
ジ
オ　

定

各
10
人　

※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
１

月
22
日
㈫
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　
￥

参
加
費
５
１
０
円　
申

１
月
８
日
㈫
～
18
日
㈮
に
電
話
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受

け
付
け

【
ワ
ー
ド
応
用
】

　

効
率
的
な
操
作
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
ま
す
。

対

ワ
ー
ド
基
礎
講
座
修
了
程
度

の
経
験
が
あ
る
方　

日

１
月
26

日
㈯
・
27
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場

同
３
階
第
１
研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

４
０
９
０
円　

持

筆
記
用
具
、
昼
食　

申

１
月

19
日
㈯
～
電
話
受
け
付
け
の
み

【
ム
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
入
門
】

　

カ
メ
ラ
か
ら
の
動
画
・
静
止
画

を
使
っ
て
ム
ー
ビ
ー
を
作
成
し
、

簡
単
な
編
集
を
学
び
ま
す
。
撮
影

は
行
わ
ず
、
当
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

デ
ー
タ
を
使
い
ま
す
。

対W
indow

s

の
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
慣
れ
て
い
る
方　

日

２
月
２

日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場

同
３
階
第
２
研
修
室　

定

先

着
７
人　

￥

１
３
２
０
円　

持

筆
記
用
具
、
昼
食　

申

１
月
26

日
㈯
～
電
話
受
け
付
け
の
み

問

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
32－

７
６
０
０
）

JAXA協力事業コズミックカレッジ
　熱気球を飛ばそう！ポリ袋を貼り合わせて、グループで大型の熱
気球を作る予定です（募集開始時期に確定します）。
　内容が変更になる場合には、「惑星モビール」作りをしながら、
太陽や地球、その他の惑星の大きさのちがいを学びます。

対　小学生
日　�２月 ９日㈯午前10時～11時30分、
午後１時30分～３時

場　�教育文化センター３階ホールと隣
接する体育館

定　�各20人
　　※�申し込み多数の場合は抽選。
　　　2月 2日㈯までに郵送でお知らせします。
￥　無料
申・問　�1 月 ８日㈫～25日㈮に電話、または市ホームページから

教育文化センター（☎32－７６００）へ

あづみ野テレビCATV112チャンネルで松本市行政チャンネルを放送しています。ご覧いただくには、あづみ野テレビとデジタル契約が必要です。
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

催
し

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

未
来
へ
つ
な
ぐ
私
た
ち
の

ま
ち
づ
く
り
の
集
い

　
（
楽
し
く
＋
前
向
き
に
）×
み
ん

な
の
実
践
＝
地
域
の
未
来
を
テ
ー

マ
に
、
暮
ら
し
や
地
域
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
実
践
に
学
び
合
い
な

が
ら
、
参
加
者
が
立
場
を
超
え
て

自
由
に
語
り
合
い
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
未
来
を
み
ん
な
で
模
索
し

ま
す
。

日

２
月
17
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
４
時
45
分　

場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ

６
階
ホ
ー
ル
ほ
か　

￥

無
料　

内

住
民
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く

り
の
講
演
／
分
科
会
（
①
若
者　

②
松
本
山
雅
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
仲
間
づ
く
り　

③
共
生
社
会

を
考
え
る　

④
子
ど
も
の
居
場
所　

⑤
地
域
福
祉　

⑥
町
会　

⑦
人
口

減
少
社
会　

⑧
デ
ー
タ
で
見
る
松

本　

⑨
協
働　

⑩
歴
史
文
化　

⑪

将
来
の
交
通
）　
講

牧
野
篤
氏
／

東
京
大
学
教
授　

申
・
問

２
月

７
日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課
・
中

央
公
民
館（
☎
32－

１
１
３
２　
ｆ

37－

１
１
５
３
）
へ

【全国氷彫コンクール】
　国内外から多くの選手が集まり、
氷像を制作します。若手中心の「プ
レイベント」と全国トップレベルが
競う「チャンピオンシップ」が行わ
れ、美しい氷の彫刻が国宝松本城を
彩ります。
日　１月26日㈯・27日㈰
場　松本城公園、松本駅前広場
●氷像制作・展示時間　
　プレイベント［制作］25日㈮午後６時～26日午前０時
　　　　　　　 ［展示］27日午後２時まで
　チャンピオンシップ［制作］26日午後５時～27日午前５時
　　　　　　　　　　 ［展示］27日午後３時30分まで

【会場内イベント情報】
①松本おごっつぉ食堂／26日午前10時～午後２時30分（一部店舗は午
後６時から翌朝まで営業）、27日午前９時30分～午後３時30分
②キャラクターショー／「ルパンレンジャーvsパトレンジャー」
　　　　　　　　　　　27日午前10時～11時、午後2時～ 3時
③氷のジャンボ滑り台／26日午前10時～午後４時
　　　　　　　　　　　27日午前９時～午後３時30分
④氷彫フェスティバル大抽選会／26日午後1時30分

【氷像作品特別制作・展示】
［制作］松本駅前／24日㈭午後６時～25日午前０時
　　　 松本城公園／25日午後６時～26日午前０時
［展示］両会場とも27日午後２時まで展示予定

※イベント内容、時間は変更になる場合があります。最新の情報は特設
ホームページ（http://hyocyo.matsumoto－winter.jp）をご覧ください。

問　観光温泉課（ 大５  　☎34－８３０７ ｆ34－３０４９）

氷彫フェスティバル2019
国宝松本城
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

催
し

情報チャンネル

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
催
し

【
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ

�

～
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
物
語
】

　

安
土
桃
山
時
代
に
ロ
ー
マ
教
皇

の
元
へ
派
遣
さ
れ
た
４
人
の
少
年

た
ち
が
ル
ネ
サ
ン
ス
の
花
咲
く
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
見
聞
き
し
、
日
本
に

持
ち
帰
っ
た
で
あ
ろ
う
南
蛮
音
楽

の
数
々
を
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の

物
語
仕
立
て
で
お
聴
き
い
た
だ
き

ま
す
。

日

２
月
２
日
㈯
午
後
４
時
開
演

（
３
時
30
分
開
場
）　

場

ザ
・
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー

ル　

￥

一
般
／
４
０
０
０
円　

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
／
３
０
０
０

円　

25
歳
以
下
／
２
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）　

●
出
演
＝
青
木
裕

子
（
語
り
）、
彌
勒
忠
史
（
カ
ウ

ン
タ
ー
テ
ナ
ー
）、上
杉
清
仁（
カ

ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
）、
中
嶋
克
彦

（
テ
ノ
ー
ル
）、
坂
下
忠
弘
（
バ
リ

催
し

ト
ン
）、
古
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

ア

ン
ト
ネ
ッ
ロ
：
石
川
か
お
り
（
ヴ

ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
）、
西
山

ま
り
え
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
、
バ
ロ
ッ

ク
ハ
ー
プ
、
オ
ル
ガ
ン
）、
田
島

隆
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、
濱
田

芳
通
（
音
楽
監
督
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、

コ
ル
ネ
ッ
ト
）　

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

＝
カ
レ
イ
ラ
：「
フ
ァ
ン
タ
シ
ア
」、

ゲ
レ
ー
ロ
：「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」、

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌　

他　

●
託
児

＝
有
料
、
要
事
前
申
し
込
み

【
も
り
の
お
ん
が
く
か
い
に

�

き
て
く
だ
さ
れ
！
】

　

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
聴
け

る
「
昼
オ
ル
ガ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
で

す
。小
さ
な
女
の
子
ニ
ビ
ー
、ク
マ

の
ハ
ナ
ッ
ピ
ー
と
森
の
音
楽
会
へ

出
か
け
ま
し
ょ
う
。か
わ
い
い
絵

と
お
話
で
、
ホ
ー
ル
は
別
世
界

に
！

対

３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら　

日

２
月
23
日
㈯
午
前
11
時
開
演

（
10
時
30
分
開
場
）　

場

ザ
・
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー

ル　

￥

一
般
／
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
／
無
料　

※
チ
ケ
ッ
ト

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
受
け
付
け

で
入
場
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い　

●
出
演
＝
原
田
靖
子
（
オ
ル
ガ

ン
）、
大
鹿
智
子
（
絵
と
お
話
）　

●
託
児
＝
有
料
、
要
事
前
申
し
込

み【第
33
回
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
松
本

�

ボ
ー
カ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　

質
の
高
い
情
熱
に
あ
ふ
れ
る
演

奏
を
毎
年
披
露
し
て
い
ま
す
。

日

２
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分

開
演
（
１
時
開
場
）　

場

ザ
・
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー

ル　

￥

１
０
０
０
円　

※
全
席

自
由

問

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
☎

47－

２
０
０
４　
ｆ
47－

２
３
８
３
）

サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ　

ブ
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
活

躍
す
る
Ｓ
Ｋ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
特
別
公
演
で
す
。

日

１
月
24
日
㈭
午
後
７
時
開
演　

場

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

●
出
演
＝
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
／
ガ
ボ

ー
ル
・
タ
ル
コ
ヴ
ィ
、
カ
ー
ル
・

ゾ
ー
ド
ル
、
高
橋 

敦
、
服
部 
孝

也　

ホ
ル
ン
／
ラ
デ
ク
・
バ
ボ
ラ

ー
ク
、
阿
部 

麿
、
勝
俣 

泰　

ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
／
ワ
ル
タ
ー
・
フ
ォ

ー
グ
ル
マ
イ
ヤ
ー
、
呉 

信
一
、

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
レ
ッ
カ
ー
、
チ

ュ
ー
バ
／
ピ
ー
タ
ー
・
リ
ン
ク　

テ
ィ
ン
パ
ニ
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

／
竹
島 

悟
史　

●
曲
目
＝
デ
ュ

カ
ス
：「
ラ
・
ペ
リ
」
へ
の
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
／
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ

ハ
：
シ
ャ
コ
ン
ヌ
（
無
伴
奏
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
第
２

番
よ
り
）
／
ラ
ヴ
ェ
ル
：
亡
き
王

女
の
た
め
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
／
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
：《
白
鳥
の
湖
》

よ
り
４
つ
の
小
品
／
ピ
ル
ヒ
ナ

ー
：
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
よ
り
／
バ
ー
ン
ス

タ
イ
ン
：《
ウ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・

ス
ト
ー
リ
ー
》
よ
り　

他　

￥

一
般
／
６
０
０
０
円
、
25
歳
以
下

／
３
０
０
０
円　

●
販
売
窓
口
＝

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
、
キ
ッ

セ
イ
文
化
ホ

ー
ル　

問

セ
イ
ジ・オ

ザ
ワ 

松
本

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委

員
会
事
務
局

（ 

大
３ 　

☎

39

－

０
０
０

１ 

ｆ
34－

３

２
９
０
）

大鹿智子�ⓒ阪巻正志 原田靖子�ⓒ阪巻正志

テレビ信州で市政広報番組「市民ロータリーまつもと」を放送しています。放送日：１月12日㈯午前11時35分～
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

催
し

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

磁
器
を
彩
る

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
講
座

　

ま
つ
も
と
農
村
女
性
協
議
会
が

主
催
す
る
講
座
で
す
。
真
っ
白
な

カ
ッ
プ
に
絵
付
け
を
行
い
、
世
界

に
ひ
と
つ
の
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

対

完
成
し
た
マ
グ
カ
ッ
プ
を
2

月
1
日
㈮
午
前
10
時
30
分
に
、
あ

が
た
の
森
文
化
会
館
ま
で
受
け
取

り
に
来
れ
る
方
（
都
合
が
つ
か
な

い
方
は
応
相
談
）　
日

１
月
24
日

㈭
午
後
２
時
～
４
時　

場

あ
が

た
の
森
文
化
会
館
２－

８
教
室　

定

20
人　

￥

材
料
費
１
５
０
０

円　

講

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社
認
定

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー　

持

は
さ
み
、
タ
オ
ル　

●

託
児
＝
１
歳
以
上
の
未
就
園
児

（
定
員
５
人
、
１
人
５
０
０
円
）　

申
・
問

1
月
16
日
㈬
ま
で
に
農

政
課
（ 

本
５ 　

☎
34－

３
２
２
２　

ｆ
36－

６
２
１
７
）
へ

【
人
権
・
男
女
共
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

春
募
集
説
明
会
の
開
催

日

１
月
27
日
㈰
午
後
２
時
～
４

時　
場

信
毎
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン

１
階
ホ
ー
ル　

￥

無
料　

※
予

約
不
要　
内
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力

隊
の
概
要
説
明
、
体
験
談
、
個
別

相
談　

問

独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構　

駒
ヶ
根
青
年
海
外
協

力
隊
訓
練
所（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根
）

（
☎
０
２
６
５－

82

－

６
１
５
１　

ｆ
０
２
６
５－

82－

５
３
３
６
）

観光ホスピタリティカレッジ2019　受講者募集
　今年も松本市全体のおもてなし向上を目指し、各種講座を開催します。
【2019開講記念講演会】
日　 ２月19日㈫午後６時30分～８時
場　Ｍウイング６階ホール
定　先着３００人　￥　無料
内　�テーマ「世界でここでしか出せない唯一の料理を！
～松本の食の可能性～」

講　岩佐十良氏／株式会社自遊人代表取締役
申　 ２月18日㈪午後４時必着
　　�代表者氏名、代表者電話番号、申し込み人数を明記
の上、郵送、ファクス、電子メール、または申し込
みフォームから事務局へ申し込みください。

【ガイドスキルアップ講座】
対　�本市での観光ガイド志望者、ガイド実践者（初級者）、全講座に
参加できる方

定　20人　￥　２,０００円（資料代、傷害保険料）
　　※視察研修費は別途かかります（昼食代等）
申　 ２月５日㈫午後４時必着
　　�氏名（フリガナ）、性別、生年月日、住所、電話番号、現在の観
光ガイド活動の有無、受講後に観光ガイドとして取り組みたい内
容を明記の上、郵送、ファクス、または電子メールで事務局へ申
し込みください。応募多数の場合は抽選になりますが、受講後に
観光ガイドの活動を行う予定、希望のある方を優先して選考しま
すので、ご了承ください。申し込み締め切り後、受講可否と案内
通知を別途送付します。

　　�〒390－1295　新村２０９５－ １　松本大学内観光ホスピタリティカレ
ッジ運営委員会事務局（ｍ hospitality.college@matsu.ac.jp）

問　�観光温泉課（ 大５   ☎34－８３０７ ｆ34－３０４９）または観光ホスピタ
リティカレッジ運営委員会事務局（☎48－７２１４ ｆ48－７２９０）

No 日　　時 内　　容 場　　所
2 月19日㈫午後 6時30分～ 8時 ・開講式　・記念講演会 Ｍウイング ６階ホール

1 3 月 6 日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 観光ガイドと街歩き 松本市内
2 3 月20日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 講義「観光ガイドの心構え」 あがたの森文化会館
3 4 月10日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 観光ガイド実践 １回目のコース下見 松本市内

4 4 月24日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 グループ討議「求められるガイドの姿」 あがたの森文化会館

5 5 月15日㈬終日 視察研修 飛騨市神岡町
6 5 月22日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 観光ガイド実践 １回目　前半

松本市内
7 5 月29日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 観光ガイド実践 １回目　後半
8 6 月12日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 観光ガイド実践 ２回目のコース下見
9 6 月26日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 観光ガイド実践 ２回目　前半
10 7 月 3 日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 観光ガイド実践 ２回目　後半
11 7 月17日㈬午前 9時30分～午後 0時30分 まとめ、修了式 あがたの森文化会館

↑�1 月31日まで
はこちらへ

↑�2 月 1 日から
はこちらへ
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

催
し

ス
ポ
ー
ツ

情報チャンネル

第
３
回
山
ゼ
ミ
参
加
者
募
集

　

山
の
自
然
や
文
化
、
登
山
に
役

立
つ
知
識
等
を
深
め
る
机
上
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、「
登

山
時
の
体
の
状
態
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
で
す
。
登
山
時
の
体
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日

２
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時
（
１
時
開
場
）　
場

勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
２－

１
会
議
室　

定

先
着
50
人　

￥

無
料
（
要
申

し
込
み
）　
講

丸
岡
禎
之
氏
／
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ま
つ
も
と
山

岳
ガ
イ
ド
協
会
や
ま
た
み
所
属 

登
山
ガ
イ
ド　

持

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
１
本
（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
）、
レ
ジ
袋
１
枚　

※
服
装
は

普
段
着
で
構
い
ま
せ
ん　

申

１

月
16
日
か
ら
山
岳
フ
ォ
ー
ラ
ム
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
（https://w
w

w
.san 

gaku

－forum
.org

）
へ　

問

山

岳
観
光
課
内
岳
都
・
松
本
「
山
岳

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
実
行
委
員
会
事
務

局
（
☎
94

－
２

３
０
７　
ｆ
94

－
２
５
６
７
）

催
し

平
成
31
年
松
本
あ
め
市

　

新
春
の
伝
統
行
事
「
松
本
あ
め

市
」
を
開
催
し
ま
す
。

日

１
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰　

場

中
心
市
街
地
各
所
（
13
日
午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
は
歩
行

者
天
国
）

【
両
日
開
催
】

○
全
国
あ
め
博
覧
会
・
即
売
会

（
中
町
蔵
シ
ッ
ク
館
）　

○
松
本
あ

め
市
歴
史
展
示
企
画
展
（
時
計
博

物
館
）　

○
商
都
大
物
産
市
（
松

本
城
大
手
門
枡
形
跡
広
場
、
信
毎

メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン
ス
ク
エ
ア
）

【
13
日
の
み
の
開
催
】

○
あ
っ
た
か
鍋
の
ふ
る
ま
い
（
松

本
城
大
手
門
枡
形
跡
広
場
）　

○

御
輿
の
お
練
り　

○
あ
め
市
時
代

行
列　

○
太
鼓
、
舞
踊
、
ダ
ン
ス

連
の
競
演
（
中
心
市
街
地
各
所
）　

○
松
本
蟻
ヶ
崎
高
校
書
道
ガ
ー
ル

ズ
に
よ
る
書
き
初
め
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
（
市
営
中
央
西
駐
車
場
（
ア

イ
パ
ー
ク
）
前
の
道
路
）　

○
親

子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ア
ル
プ
ち
ゃ

ん
を
さ
が
せ
（
中
心
市
街
地
各

所
）　

○
初
春
抽
選
会
（
千
歳
橋

特
設
会
場
）

【
関
連
行
事
】

○
塩
取
り
合
戦
（
本
町
通
り
）
※

13
日
の
み　

○
福
だ
る
ま
売
り
及

び
福
あ
め
売
り
等

問

松
本
あ
め
市
実
行
委
員
会
事

務
局　

本
町
商
店
街
振
興
組
合

（
☎
36

－

１
１
２
１
）、
商
工
課

（ 

大
５ 　

☎
34－

３
１
１
０　
ｆ
34

－

３
０
０
８
）

殿
村
遺
跡
と
そ
の
時
代
９

　

古
代
・
中
世
の
山
寺
の
研
究
者

の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日

１
月
20
日
㈰
午
後
１
時
～
３

時
40
分　

場

ピ
ナ
ス
ホ
ー
ル

（
四
賀
支
所
１
階
）　

定

１
５
０

人　

￥

無
料　

内
「
古
代
・
中

世
の
山
と
寺
社
」
講

久
保
智
康

氏
／
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員　

問

文
化
財
課
史
跡
整
備
担
当

（
☎
85

－

７
０
６
４　
ｆ
86

－

９
１

８
９
）

ラ
ン
ド
ネ
山
大
学
in
国
営

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

　

日
本
ア
ル
プ
ス
観
光
連
盟
で
は
、

冬
の
体
験
ツ
ア
ー
「
ラ
ン
ド
ネ
山

大
学
in
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園　

大
町
・
松
川
地
区
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

午
前
は
森
の
中
を
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
で
探
検
。
昼
食
後
、
そ
り
ゲ
レ

ン
デ
や
ア
イ
ス
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

の
雪
遊
び
、
歩
く
ス
キ
ー
で
森
を

散
歩
、
屋
内
施
設
の
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

ン
グ
ル
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
遊
び
な

ど
、
園
内
を
自
由
に
楽
し
む
時
間

と
な
り
ま
す
。

　

雪
が
な
い
場
合
は
、
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
か
ら
自
然
観
察
会
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

対

小
学
生
以
上　

※
大
人
の
み

の
参
加
も
可
能　

日

２
月
２
日

㈯
午
前
８
時
20
分
～
午
後
４
時
30

分　

場

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

の
公
園　

大
町
・
松
川
地
区　

●

集
合
＝
バ
ス
利
用
の
方
は
午
前
８

時
20
分
／
松
本
駅
ア
ル
プ
ス
口

（
西
口
）、マ
イ
カ
ー（
現
地
集
合
）

の
方
は
午
前
９
時
30
分
／
国
営
ア

ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
大
町
・
松

川
地
区
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
前　

定

バ
ス
利
用
は
30

人
、
マ
イ
カ
ー
（
現
地
集
合
）
利

用
は
10
人　

※
い
ず
れ
も
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
結
果
は

後
日
送
付
し
ま
す
。　

￥

4
０
０

円
（
入
園
料
、
保
険
代
込
み
）　

※
中
学
生
以
下
は
無
料　

●
昼
食

＝
自
己
負
担　

※
園
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
（
８
０
０
円
～
１
０
０
０
円

程
度
）
で
注
文
で
き
ま
す
。　

申
・
問

１
月
18
日
㈮
ま
で
に
観

光
温
泉
課
内　

日
本
ア
ル
プ
ス
観

光
連
盟
事
務
局
（ 

大
５ 　

☎
34－

８
３
０
７　
ｆ
34

－

３
０
４
９　

ｍview
@

city.m
atsum

oto.
lg.jp 

）
へ

都
市
づ
く
り
市
民
懇
談
会

　

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
を
一

緒
に
考
え
る
市
民
懇
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日

１
月
30
日
㈬
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分
（
受
け
付
け
６
時

～
）　
場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ
６
階
ホ
ー

ル　

￥

無
料　

内

信
州
大
学
経

法
学
部
の
武
者
忠
彦
准
教
授
に
よ

る
講
演
会
、
松
本
市
立
地
適
正
化

計
画
お
よ
び
松
本
市
空
家
等
対
策

計
画
の
策
定
に
関
わ
る
説
明
な
ど　

問

都
市
政
策
課
（ 

本
５ 　

☎
34

－

３
２
５
１ 

ｆ
34－

３
２
０
２
）

市
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
の
参
加
者
募
集

対

市
内
居
住
者
・
通
勤
通
学
者　

日

３
月
３
日
㈰　

場

野
麦
峠
ス

キ
ー
場　

●
種
目
＝
大
回
転
競
技　

￥

小
中
学
生
１
５
０
円
、
高
校

生
以
上
４
０
０
円　

申
・
問

２

月
13
日
㈬
ま
で
に
総
合
体
育
館
内

松
本
体
育
協
会
窓
口
（
☎
32－

７

０
５
６　
ｆ
32

－

７
４
５
２　

平

日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）、
ま
た
は
松
本
体
育
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 ス

ポ
ー
ツ

ツイッターで松本市の情報をつぶやいています。　松本市公式アカウント：＠Matsumoto_city
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

ラ
ー
ラ
松
本
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

【
ラ
ー
ラ
松
本�

プ
ー
ル
無
料
開
放

�

（
１
日
限
定
）】

日

１
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
９
時
（
最
終
入
場
は
午
後
８
時

30
分
ま
で
）　
￥

無
料

【
２
０
１
９
年「
ラ
ー
ラ
松
本
」の

�

施
設
予
約
の
抽
選
を
行
い
ま
す
】

●
予
約
施
設
＝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ス
タ
ジ
オ　

対

県
内
在
住
で
高
校
生
以
上
の
方　

※
事
業
所
の
住
所
、
同
一
住
所
に

よ
る
複
数
の
応
募
は
無
効
。
予
約

日
当
日
に
本
人
が
欠
席
し
た
場
合

も
無
効　

申

１
月
９
日
㈬
～
14

日
㈷
午
前
10
時
～
午
後
９
時
に
本

人
確
認
（
氏
名
・
住
所
・
顔
写
真
）

が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、
ラ
ー

ラ
松
本
２
階
レ
ス
ト
ラ
ン
コ
ル
ソ

へ　

他

詳
細
は
、
１
月
５
日
㈯

に
館
内
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
提
示

し
ま
す
。

【
ラ
ー
ラ
松
本
　

�

冬
の
短
期
水
泳
教
室
】

対

３
歳
～
小
学
６
年
生　

日

一

部
：
１
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
の
２

日
間　

二
部
：
１
月
26
日
㈯
・
27

日
㈰
の
２
日
間　

午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分　

場

ラ
ー
ラ
松
本

25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル　

定

各
15

人
（
水
遊
び
ク
ラ
ス
６
人
、
ク
ロ

ー
ル
・
平
泳
ぎ
練
習
ク
ラ
ス
９

人
）　

※
要
申
し
込
み　

￥

各
２

１
６
０
円

問

ラ
ー
ラ
松
本
（
☎
48－

１
１
１

０　
ｆ
48－

１
３
５
５
）

ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内
レ
ッ
ス
ン

体
験
・
利
用
者
の
募
集

　

こ
ど
も
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
、

プ
ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ
レ
ッ
ス
ン
体

験
者
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利

用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対

こ
ど
も
ス
イ
ミ
ン
グ
は
親
子

か
ら
小
中
学
生
、
プ
ー
ル
・
ス
タ

ジ
オ
レ
ッ
ス
ン
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
は
高
校
生
以
上　

場

庄

内
屋
内
プ
ー
ル
、
庄
内
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム　

定

各
10
人　

￥

親
子
・
こ
ど
も
ス
イ
ミ
ン
グ
は
無

料
、
各
種
プ
ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ
レ

ッ
ス
ン
は
体
験
料
金
１
回
１
０
０

０
円
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初

回
利
用
は
講
習
料
３
０
０
円
（
利

用
料
込
み
）　
内

こ
ど
も
ス
イ
ミ

ン
グ
と
プ
ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ
レ
ッ

ス
ン
は
通
常
レ
ッ
ス
ン
に
体
験
参

加
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用

は
、
初
回
講
習
会
に
予
約
が
必
要

（
火
・
金
・
日
曜
日
９
時
30
分
～

10
時
、
ま
た
は
午
後
６
時
30
分
～

７
時
）　

●
ス
タ
ジ
オ
レ
ッ
ス
ン

＝
エ
ア
ロ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
バ
ラ

ン
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
、
健
康
体

操
、
や
さ
し
い
ヨ
ガ
、
朝
ヨ
ガ
、

リ
ン
パ
ヨ
ガ
、
美
脚
ヨ
ガ
、
パ
ワ

ー
ヨ
ガ
、
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
、
健
康
ビ
ク
ス
、
フ

ラ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
エ
ア
ロ
美

ス
テ
ッ
プ　

●
プ
ー
ル
（
成
人
）

レ
ッ
ス
ン
＝
ア
ク
ア
シ
ェ
イ
プ
、

腰
痛
改
善
、
成
人
中
級
水
泳
教
室
、

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
、
ア
ク
ア
ウ
オ
ー

ク
Ⅱ　

他

各
種
個
別
指
導
あ
り　

申
・
問

ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内（
☎
24

－

２
１
１
１　
ｆ
24－

１
６
１
２
）

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
学
ぶ

肩
、
腰
、
膝
の
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

　

ま
つ
も
と
農
村
女
性
協
議
会
が

主
催
す
る
講
座
で
す
。
実
際
に
身

体
を
動
か
し
な
が
ら
春
の
農
作
業

に
向
け
、
持
続
可
能
な
身
体
の
使

い
方
、
ケ
ア
方
法
な
ど
を
学
び
ま

し
ょ
う
！

日

２
月
19
日
㈫
午
前
９
時
30
分

～
正
午　

場

島
内
公
民
館　

定

30
人　

￥

無
料　

持

動
き
や
す

い
服
装
、
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分　

●
託
児
＝
１
歳
以
上
の
未
就
園
児

（
定
員
５
人
、
１
人
５
０
０
円
）　

申
・
問

2
月
12
日
㈫
ま
で
に
農

政
課
（ 
本
５ 　

☎
34－

３
２
２
２　

ｆ
36－

６
２
１
７
）
へ

柔
剣
道
場
と
弓
道
場
の
教
室

１
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ヨ
ー
ガ
教
室
】

　

や
さ
し
い
動
き
で
、
ヨ
ー
ガ
を

体
験
し
ま
し
ょ
う
。

対

60
歳
以
上
の
方　

日

１
月
４

日
～
２
月
１
日
の
毎
週
金
曜
日 

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

場

弓

道
場
２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

１
回
８
０
０
円　

講

大
沢
瑠

美
氏　

持

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
ゆ
っ
た
り
ヨ
ー
ガ
教
室
】

日

１
月
７
日
～
２
月
４
日
の
毎

週
月
曜
日　

１
月
４
日
～
２
月
１

日
の
毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

正
午　

場

同
２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

１
回
１
０
０
０
円　

講

大
沢
瑠
美
氏　

持

動
き
や
す

い
服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
日
常
を
ら
く
に
す
る
・

�

の
び
の
び
ヨ
ガ
】

日

１
月
９
日
・
16
日
・
23
日
の

水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午　

場

同
２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

１
回
１
０
０
０
円　

講

舟
橋

嘉
奈
子
氏　

持

動
き
や
す
い
服

装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
優
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
・

�

ピ
ラ
テ
ィ
ス
】

日

１
月
９
日
～
30
日
の
毎
週
水

曜
日　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
15

分　

場

同
２
階
会
議
室　

定

20

人　

￥

１
回
７
０
０
円　

講

原

秀
子
氏　
持

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
ヨ
ガ
教
室
】

対

産
後
２
カ
月
以
降
の
乳
児
と

母
親　

日

１
月
10
日
～
31
日
の

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

場

同
２
階
会
議
室　

定

15
組　

￥

１
回
７
０
０
円　

講

瀧
本
和
子
氏　
持
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
お
む
つ
、
飲
み
物

【
広
ー
い
畳
で
親
子
か
ら
だ
遊
び
】

対

１
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者　
日

１
月
21
日
・
28
日
、
２

月
４
日
の
月
曜
日　

午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　

場

柔
剣
道
場

２
階
柔
道
場　

定

20
組
ほ
ど　

￥

１
回
５
０
０
円　
講

分
藤
香
氏　

持

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

申
・
問

弓
道
場
・
柔
剣
道
場（
☎
・

ｆ
36

－

０
８
３
４　

ｈhttp://
w

w
w

.s

－seiun.co.jp/shise 
tsu/m

atsum
oto/

）

１
月
の
休
日
つ
ど
い
の
広
場

　

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
日
曜
日
に
親
子
で

出
か
け
ら
れ
る
場
所
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

日

１
月
27
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
２
時　

￥

無
料　

内

笑
顔
い

っ
ぱ
い
新
春
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー

ト
！
（
午
前
11
時　

●
出
演
＝
松

本
美
幸
氏
／
絵
本
専
門
士
）、
子

育
て
支
援
員
に
よ
る
育
児
相
談　

問

こ
ど
も
育
成
課（ 

東
別
１ 　

☎

34－

３
２
６
１　
ｆ
34－

３
３
０
９
）

健
康
・
福
祉
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

健
康
・
福
祉

情報チャンネル

自
殺
予
防
講
演
会

　

本
市
で
は
誰
も
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
松
本
を
目
指

し
て
、
自
殺
予
防
施
策
や
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

１
月
15
日
㈫
午
後
２
時
～
３

時
30
分
（
開
場
は
午
後
１
時
30

分
）　
場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ　

６
階
ホ

ー
ル　

内

「
地
域
の
強
み
を
活

か
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
」
～
日
本
で
“
最
も
”
自
殺
の

少
な
い
町
の
調
査
か
ら
～　

講

岡
檀
氏
／
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究

機
構　

統
計
数
理
研
究
所
医
療
健

康
デ
ー
タ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
特

任
助
教　

￥

入
場
無
料　

※
申

し
込
み
不
要　

他

駐
車
場
は
有

料
。
お
越
し
の
際
は
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。　

問

健
康
づ
く
り
課

（ 

東
２ 　

☎
34－

３
２
１
７　
ｆ
39

－

２
５
２
３
）

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

関
す
る
条
例（
案
）の
意
見
募
集

　

平
常
時
の
見
守
り
や
災
害
時
の

避
難
支
援
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度

か
ら
実
施
し
て
き
た
災
害
時
等
要

援
護
者
名
簿
を
見
直
し
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
と
す
る
た
め
、

名
簿
に
関
す
る
条
例
概
要
（
案
）

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

対

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方　

日

１
月
15
日
㈫
ま
で　

●
閲
覧

場
所
＝
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

●
提
出
・
問

所
定
の

用
紙
（
用
紙
は
閲
覧
場
所
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
記
載
の
上
、

直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
福
祉
計
画
課（
〒

３
９
０－

８
６
２
０　

丸
の
内
３－

７　

☎
34－

３
２
２
７　
ｆ
34－

３

２
０
４　

ｍfukusi

－k@
city.

m
atsum

oto.lg.jp
）
へ

ま
つ
も
と
「
城
の
ま
ち
」

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信

州
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
と
生
活

困
窮
者
支
援
の
た
め
、
家
庭
で
不

要
と
な
っ
た
食
品
を
集
め
ま
す
。

11
月
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、

14
人
の
方
か
ら
、
２
３
５
点
の
食

品
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

付
い
た
だ
い
た
食
品
は
、
こ
ど
も

食
堂
な
ど
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
月
も
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日

１
月
17
日
㈭
午
前
10
時
～
午

後
１
時　

場

市
役
所
東
庁
舎
１

階
市
民
課
相
談
室　

●
寄
付
で
き

る
食
品
＝
カ
ッ
プ
麺
、
缶
詰
、
レ

ト
ル
ト
食
品
、
乾
麺
、
お
米
な
ど

保
存
で
き
る
も
の
。
た
だ
し
、
以

下
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
○
賞
味

期
限
が
明
記
さ
れ
、
１
カ
月
以
上

あ
る
も
の（
お
米
を
除
く
）　

○
未

開
封
の
も
の　

○
包
装
や
外
装
が

破
損
し
て
い
な
い
も
の　

○
肉
や

野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
以
外
の
も

の　
問

環
境
政
策
課（ 

東
４ 　

☎

34－

３
２
６
８　
ｆ
34－

０
４
０
０
）

１月の こどもプラザ
☆�印の講座・行事は、予約が必要です。１ 月 8 日㈫から電話（平日午後

1 時～ ４ 時）で各こどもプラザへお申し込みください。
☆印の日の通常利用は、午後１ 時からです。（ １ 月21日の筑摩は通常開館）
＊講座・行事の詳細は、各こどもプラザにお問い合わせください。

こどもプラザ（筑摩）（☎29－3400 ｆ29－3401）
　 1月10日㈭午前10時45分～ 親子のお楽しみ　～伝承あそび～

　 1月15日㈫午前 9時30分～
安心ルームの子育て相談日
※�受け付けは先着順です。混雑状況により受け付けを
終了する場合があります。

　 1月24日㈭午前10時45分～ いないいないばあのお話会（市立図書館職員）
　 2月 1日㈮午前10時45分～ 季節のお楽しみ　～節分～

小宮こどもプラザ（☎・ｆ47－8310）

　 1月17日㈭午前 ９時30分～
安心ルームの子育て相談日
※�受け付けは先着順です。混雑状況により受け付けを
終了する場合があります。

　 1月23日㈬午前10時30分～ おはなし図書館（市立図書館職員）

☆ 1月25日㈮午前10時～
講座「リフレッシュ　ヨガ」
対初妊婦と 1歳未満の親子（今年度初参加の方）
定20組

　 1月31日㈭午前10時30分～ 冬のコンサート～ゴスペルとポップスを楽しもう～
　 2月 1日㈮午前10時30分～ 豆まきしましょ　新聞デー

南郷こどもプラザ（☎・ｆ32－6315）
　 1月11日㈮午前10時～ 冬のお楽しみ会　～お正月あそび～
　 1月17日㈭午前11時～ ベルが奏でるホワイトコンサート

☆ 1月29日㈫午前10時～ 講座「親子で体操」　～身体あそび～
対 １ 歳以上の親子　定25組

　 2月 1日㈮午前 9時30分～
安心ルームの子育て相談日
※�受け付けは先着順です。混雑状況により受け付けを
終了する場合があります。

　 2月 6日㈬午前11時～ ゆびきりげんまん　～お話会～
（市立図書館職員）

波田こどもプラザ（☎91－3113 ｆ91－3114）

　 1月 9日㈬午前10時30分～ あ～そ～ぼのお話会　～図書館～（市立図書館職員）
　 1月16日㈬午前10時30分～ あ～そ～ぼのお正月会　～なんごう劇場～

☆ 1月30日㈬午前10時～
ベビーダンス
対首のすわった 3カ月頃～体重10㎏以内の子どもと親
定25組

※ 2月 1日㈮は館内清掃のため休館です。

●卒乳についてのお知らせ

☆ １月21日㈪午前10時～

講座「卒乳のこと 知ってみよう」
卒乳のことを考えている方も、そうでない方も卒乳に
ついて学びましょう 
※こどもプラザ通常開館の中で開催します。
場こどもプラザ（筑摩）　定10組
申・問こどもプラザ（筑摩）（☎29－3400）

●ちびっこザウルスのお知らせ

　 2月 5日㈫午前10時
　　　　　　　～11時30分

多胎児交流会「ちびっこザウルス」
対双子・三つ子の子育て中の皆さん
※こどもプラザ通常開館の中で交流します。
場こどもプラザ（筑摩）
申・問健康づくり課・南部保健センター（☎27－3455）

健
康
・
福
祉
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健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝
痛
の
予
防
、

転
倒
予
防
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
等
を
目

的
と
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
心

の
教
室
で
す
。

　

定
期
的
に
筋
肉
量
や
脂
肪
量
を

測
定
し
、
か
ら
だ
の
変
化
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
す
。

対

市
内
に
在
住
か
通
勤
・
通
学

の
方　

日

２
月
13
日
・
20
日
・

27
日
、
３
月
６
日
・
20
日
・
27
日

の
水
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分　

定

各
回
10
人
程
度

（
要
予
約
）　

￥

初
回
体
験
特
別

価
格
１
０
０
０
円
、
通
常
は
１
回

券
１
６
２
０
円
、
回
数
券
５
２
０

０
円
（
４
回
分
）　
講

土
井
麻
弓

氏
／
健
康
運
動
指
導
士
（
松
本
大

学
地
域
健
康
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）　

持

運
動
し
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル　

場
・
申
・

問

梓
水
苑
（
☎
78－

５
５
５
０　

ｆ
78－

５
５
５
５
）

市
民
啓
発
講
演
会

「
認
知
症
で
も
笑
顔
の
ま
ま
で
」

　

若
年
性
認
知
症
を
理
解
す
る
た

め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

２
月
３
日
㈰
午
後
１
時
～
３

時
30
分　

場

浅
間
温
泉
文
化
セ

ン
タ
ー　

大
会
議
室　

￥

無
料　

講

①
基
調
講
演
：
山
田
真
由
美

氏
／
お
れ
ん
じ
ド
ア
も
～
や
っ
こ

な
ご
や
代
表　

②
講
演
：
鬼
頭
史

樹
氏
／
社
会
福
祉
法
人
名
古
屋
市

社
会
福
祉
協
議
会　

名
古
屋
市
認

知
症
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

③
活

動
発
表
：
伝
田
景
光
氏
／
県
若
年

性
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

問

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（ 

本
北
１ 　

☎
34－

３
２
３
７　

ｆ
34－

３
０
２
６
）

Z

レ
ク
チ
ャ
ー
「
知
っ
て
楽
し
い

“
ブ
レ
ヒ
ト
”
の
世
界
」

　

芸
術
館
が
お
届
け
す
る
学
び
の

時
間
、
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
。

今
回
は
、
２
月
に
上
演
す
る
舞
台

『
マ
ン 

イ
ス
ト 

マ
ン
』
に
先
駆

け
、
原
作
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
劇
作

家
・
ブ
レ
ヒ
ト
に
つ
い
て
の
魅
力

を
お
届
け
し
ま
す
。

日

１
月
13
日
㈰
午
後
２
時
～
３

時
30
分　

場

ま
つ
も
と
市
民
芸

術
館
ス
タ
ジ
オ
２　

定

先
着
50

人　

￥

無
料
・
事
前
予
約
制　

講

新
野
守
広
氏
／
立
教
大
学
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

教
授　

申

ま
つ
も
と
市
民
芸
術

館
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
33－

２
２
０
０
）　

問

ま
つ
も
と
市
民

芸
術
館
（
☎
33－

３
８
０
０　
ｆ
33

－

３
８
３
０
） 芸

術
館

ア
カ
デ
ミ
ア
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等

展
覧
会
情
報

【
松
本
市
内
小
中
学
生

�

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
】

日

１
月
４
日
㈮
～
14
日
㈷
午
前

９
時
～
午
後
５
時　

問

ア
カ
デ

ミ
ア
館
（
☎
78－

５
０
０
０
）

【
野
中
絵
画
教
室
展
】

日

１
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
５
時　

問

ア
カ
デ

ミ
ア
館
（
☎
78－

５
０
０
０
）

美
術
館
館
長
ア
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー

よ
み
な
お
し
日
本
美
術
史

　

小
川
稔
館
長
が
日
本
美
術
を
時

代
、
テ
ー
マ
ご
と
に
解
説
し
ま
す
。

今
回
は
６
回
に
わ
た
っ
て
室
町
時

代
後
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
を
取

り
上
げ
ま
す
。

日

①
１
月
19
日　

②
１
月
26
日　

③
２
月
２
日　

④
２
月
23
日　

⑤

３
月
２
日　

⑥
３
月
16
日
の
土
曜

日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
午

後
１
時
開
場
）　
場

美
術
館
講
座

室　

定

当
日
先
着
45
人
程
度

（
申
し
込
み
不
要
。
一
日
の
み
の

参
加
可
）　

￥

無
料　

内

①
室

町
時
代
後
期
～
戦
国
時
代
の
美
術　

②
漢
画
と
大
和
絵

－

狩
野
派
の
成

美
術
館

立　

③
狩
野
永
徳
に
つ
い
て　

④

長
谷
川
等
伯
に
つ
い
て　

⑤
安
土

桃
山
時
代
の
美
術

－

南
蛮
美
術
そ

の
他　

⑥
茶
の
湯
の
美
術

－

千
利

休
を
中
心
に　
問

美
術
館（
☎
39

－

７
４
０
０　
ｆ
39－

３
４
０
０
）

関　
四
郎
五
郎
特
集
展
示

　

長
野
県
の
戦
後
美
術
を
支
え
た

関 

四
郎
五
郎
が
生
涯
追
い
求
め

た
の
は
、
大
地
に
暮
ら
す
人
々
と

そ
れ
を
見
守
る
雄
大
な
山
々
、
全

て
を
包
む
空
と
海
。
所
蔵
作
品
を

軸
に
、
県
内
の
美
術
館
、
個
人
が

所
蔵
す
る
代
表
作
を
加
え
、
関
の

ひ
た
む
き
な
画
業
を
振
り
返
り
ま

す
。

日

30
年
12
月
27
日
㈭
～
５
月
６

日
㈷
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入

場
は
４
時
30
分
ま
で
）　

●
休
館

日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
次

の
平
日
）、
12
月
29
日
㈯
～
１
月

２
日
㈬　

場

美
術
館　

常
設
展

示
室
Ｂ
・
Ｃ　

￥

大
人
４
１
０

円
、
大
学
高
校
生
２
０
０
円　

※

20
人
以
上
の
団
体
は
１
０
０
円
引

き
。
70
歳
以
上
の
松
本
市
民
無
料
、

中
学
生
以
下
無
料
、
障
害
者
手
帳

携
帯
者
と
そ
の
介
助
者
１
人
無
料　

問

美
術
館
（
☎
39－

７
４
０
０　

ｆ
39－

３
４
０
０
）

美術館ギャラリー等展覧会情報
　詳しくは、各問い合わせ先へご確認ください。※入場無料

事業名等 会期 問い合わせ
第17回
松本市美術館友の会会員作品展

1月17日㈭～27日㈰
※21日休館

鈴木
☎090－9357－4221

第20回テレビ松本
小・中学生立体アート作品展 1月30日㈬～ 2月 3日㈰

株式会社テレビ松本ケーブル
ビジョン
☎35－1008

関 四郎五郎《アルプスの空》１９６８年
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博
物
館

博物館　イベント情報
～新年初博物館は松本まるごと博物館で！～

【「小笠原家弓馬故実書公開・新収蔵展」
　　　　　　　　　　　　　� 　記念講演会】
　現在開催中の特別展をより深く理解するための講
演会です。
　日　 １ 月20日㈰午後 １ 時30分～ ３ 時
　場　当館 ２ 階　講堂　定　60人
　￥　通常観覧料（大人200円、小・中学生100円）
　講　後藤芳孝／松本城管理事務所研究専門員
　●演題　「武家故実と小笠原氏」
　申　 １ 月 ７ 日㈪午前 ９ 時から電話で当博物館へ

【新春無料臨時開館】
　松本城新春祝賀式にあわせて無料臨時開館しま
す。
　日　 １ 月 ３ 日㈭午前10時～午後 ３ 時30分（最終入

場は午後 ３ 時）
　内　干支ピンバッジ・市立博物館オリジナル福袋

販売、友の会による縁起だるまの販売、招福
干支根付の無料配布（先着200組　なくなり
次第終了）

【平成31年己（つちのと）亥（い）
� 「宝船七福神と干支ピンバッジ」販売】
　日　 １ 月 ３ 日㈭午前 9 時40分から整理券を配布
　￥　620円（限定300個）

市立博物館　☎32-0133 ｆ32-8974

【冬季文化講座「冬日ざし」（全 ４回）】
　窪田空穂の歌集『冬日ざし』から名付けた冬季文
化講座です。
　日　① ２ 月 ２ 日㈯　② ９ 日㈯　③16日㈯　④23日

㈯の午後 １ 時30分～ ３ 時
　場　窪田空穂生家　定　各50人　￥　無料
　内　①「空穂は女性をどのように評価していたか」
　　　②「日本人はなぜオーロラに憧れるのか」
　　　③「島木赤彦の教育精神」
　　　④「近世期における信濃国の鷹狩り」
　講　①上條宏之氏／前長野県短期大学長
　　　②畑英利氏／天体写真家
　　　③青柳直良氏／郷土史家
　　　④二本松泰子氏／長野県立大学准教授
　申　 １ 月 ５ 日㈯から当記念館へ

窪田空穂記念館　☎48-3440 ｆ48-4287

【平成31年あめ市歴史展示　
　　　　　　　　　　　絵図にみるあめ市】
　塩市を起源として始まったとされるあめ市は、城
下町松本の正月の風物詩となっている伝統行事です。
　当展覧会では江戸・明治期に描かれた絵図を取り
上げ、あめ市の歴史や当時のあめ市の様子について
紹介します。
　日　 １ 月 ４ 日㈮～27日㈰
　　　※月曜休館、休日の場合はその翌日
　場　当館　 ３ 階企画展示室
　￥　無料（ １ 、 ２ 階常設展は通常観覧料）　

時計博物館　☎36-0969 ｆ36-0973

【第173回サロンあがたの森】
　テーマは、「お坊さんは、よく動く」です。国内
のお寺に残る本の研究から、中世に寺院が紡いだ知
のネットワークについてお話しします。
　日　 １ 月19日㈯
　　　午後 １ 時30分～ ３ 時30分　
　場　あがたの森文化会館　本館 １ － ５
　￥　200円　講　渡邉匡一氏／信州大学副学長・

人文学部教授

旧制高等学校記念館 　☎35-6226 ｆ33-9986

【パネル展「歴史の里２０１８」】
　2018年の歴史の里の活動や四季折々の風景などを
写真パネルで紹介します。
　日　 １ 月19日㈯～ ３ 月31日㈰
　　　※月曜休館、休日の場合はその翌日
　場　歴史の里　展示・休憩棟
　￥　通常観覧料（大人400円、中学生以下は無料）

歴史の里　☎47-4515 ｆ48-0813

　松本市では、市域全体を屋根のない博物館とし
て捉えた、まるごと博物館構想を推し進めていま
す。市立博物館（本館）と14分館が松本の自然、
歴史、民俗、文化などを紹介して
います。
　詳しくは博物館のホームページ
をご覧ください。
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●専門相談　※専門の相談員が対応します。弁護士相談は松本市民が対象で、初回優先です。
相談は無料です。お問い合わせは、各会場または申込先へ。

●その他の相談　※日時の記載がない場合は、月～金の午前 8時 30分～午後 5時 15分です。

2019 年 2 月の相談日

分野 相談名 日時 会場 申し込み

法律・相続・
離婚・契約 他

弁護士相談（15分）
13日㈬午後 1 時～ 5 時

市民相談室
2 月 1 日㈮午前 9 時から☎32－0001（先着14人）

20日㈬午後 1 時～ 3 時 2 月 1 日㈮午前 9 時から☎32－0001（先着 7 人）
27日㈬午後 1 時～ 5 時 2 月 1 日㈮午前 9 時から☎32－0001（先着14人）

女性のための弁護士相談 12日㈫午後 1 時３０分～ 3 時３０分25日㈪ 女性センターパレア松本 2 月 5 日㈫午前 9 時から☎39－1105（各日先着 4 人）

司法書士法律相談（30分）19日㈫午前10時～午後 3 時

市民相談室

2 月18日㈪までに☎32－0001（先着16人）
税金 税理士税務相談（30分） 13日㈬午前10時～正午 2 月12日㈫までに☎32－0001（先着 4 人）
手続き・
書類作成 行政書士相談 12日㈫午後 1 時～ 3 時 2 月 8 日㈮までに長野県行政書士会松本支部☎33－7166

特許・発明・
知的財産権 知的財産権相談 22日㈮午後 1 時～ 4 時 2 月20日㈬までに長野県発明協会☎026－228－5559

障害年金 社会保険労務士障害年金
相談（30分） 15日㈮午後 1 時～ 3 時 2 月12日㈫までに長野県社会保険労務士会中信支部

☎87－8066
住宅・設計 住宅（設計）相談 20日㈬午後 1 時～ 3 時 2 月15日㈮までに長野県建築士事務所協会☎35－3302
土地・建物の
登記 土地家屋調査士相談 8 日㈮午後 1 時～ 3 時 2 月 6 日㈬までに長野県土地家屋調査士会松本支部

☎36－1590
不動産評価 不動産評価等相談 15日㈮午前１０時～正午 2 月13日㈬までに長野県不動産鑑定士協会☎026－225－5228
遺言・公正証書 公証相談 14日㈭午後 1 時～ 3 時

予約不要市・県・国への
苦情 行政相談 22日㈮午前10時～正午

※行政相談は、四賀・安曇・奈川・梓川・波田の各支所でも行っています。日程は、各支所へお問い合わせください。

分野 相談名 日時・会場・問い合わせ
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心と体の
健康

健康相談

健康づくり課☎34－3217
月～金　午前 9 時～正午、午後 1 時～ ５ 時
各保健センター

［中央☎39－1119、南部☎27－3455、
 西部☎92－8001、北部☎38－7677］

自殺予防専用相談 月～金　午前 9 時～午後 5 時15分
いのちのきずな松本☎34－3600

職業・労働

職業・労働相談 勤労者福祉センター☎35－6286

生活・労働相談 ユニオンサポートセンター☎39－0021
16日㈯午前１０時～正午は、弁護士相談

ヤングキャリア
メンター 青少年ホーム☎26－1083　※要予約

若者職業なんでも
相談

2 日㈯午前１０時～午後 ２ 時、25日㈪午後 １ 時～
５ 時、労政課☎35－6286　※要予約

勤労者心の健康
相談

7 日㈭午前 ８ 時30分～正午、4 日㈪・12日㈫・18
日㈪・13日㈬午後 １ 時～ ５ 時
労政課☎35－6286　※要予約

家庭・こども
・育児

ひとり親相談・
児童相談 こども福祉課☎33－4767

子どもの権利相談 月～土　午後 １ 時～ ６ 時（金のみ～ ８ 時）、ここ
ろの鈴（子どもの権利相談室）☎0120－200－195

発達相談 あるぷキッズ支援室（なんぷくプラザ内）
☎24－1235

子育て相談

家庭児童相談室（こども福祉課内）☎33－4767、
子ども子育て安心ルーム

（こどもプラザ（筑摩）内）☎29－3400
（南郷こどもプラザ内）☎32－6315
（小宮こどもプラザ内）☎47－8310

青少年相談 こども育成課☎34－3291

まちかど保健室
水　午前１０時～午後 ５ 時
金　午前10時～午後 4 時
あがたの森文化会館青少年の居場所☎34－3291

子どもの支援・
相談スペース

水・金　午後 １ 時～ ６ 時　はぐルッポ
（子どもの支援・相談スペース）☎31－3373

分野 相談名 日時・会場・問い合わせ

生き方・心

女性相談 こども福祉課☎33－4767

男性相談
こども福祉課☎33－4767
電話相談　第 2・3・4 火　午後 5 時～ ８ 時
パレア松本（Mウイング内）☎37－1587

心と生き方の相談

電話相談
火、金、第 1・3 水　午前 9 時〜正午
パレア松本（Mウイング内）☎39－1105
面談相談　※要予約
日時は問い合わせください。
パレア松本（Mウイング内）☎39－1105

成年後見

成年後見制度に
関する相談

成年後見支援センターかけはし
梓川支所 2 階☎88－6699

成年後見制度
相談会

26日㈫午後 1 時30分～ 4 時、市民相談室
※予約は25日㈪までに高齢福祉課
☎34－3237（先着 4 人）

弁護士・司法書士
による専門相談

火　午後 1 時〜 4 時　※要予約　
成年後見支援センターかけはし　
梓川支所 2 階☎88－6699

福祉・介護・
ボランティア

介護相談

介護110番☎39－1165
各地域包括支援センター

［北部☎87－0231、東部☎36－3703、
 中央☎34－3237、中央北☎34－8511、
 中央南☎55－3320、中央西☎38－3310、
 南東部☎85－7351、南部☎27－5138、
 南西部☎50－7858、河西部☎48－6361、
 河西部西☎47－0294、西部☎87－1572］

障害福祉相談
ぴあねっと・まつもと（総合社会福祉センター
内）☎27－7211
Wish（なんぷくプラザ内）☎26－1313

生活困窮・就労相談 松本市生活就労支援センター「まいさぽ松本」
（市民相談課内）☎34－3041

弁護士による
福祉法律相談

18日㈪午後 1 時～ 3 時
総合社会福祉センター １ 階相談室
※予約は 1 日㈮から市社会福祉協議会
☎27－3381（先着 8 人）

その他

一般相談（生活
全般） 市民相談室☎32－0001

人権相談 長野地方法務局松本支局☎32－2571

消費生活相談 月～金　午前 ８ 時３０分～午後 ５ 時
松本市消費生活センター☎36－8832

市民活動・プラ
チナ世代の相談 市民活動サポートセンター☎88－2988

結婚相談
四賀地区地域づくりセンター☎64－3111
出張結婚相談　第 2・4 土　午前10時〜午後 4 時
市民活動サポートセンター　会議室

交通事故相談 交通事故相談所（松本合同庁舎内）☎40－1949

1 月の相談日は
『広報まつもと』
12月号に掲載し
ています。
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松本市の人口●239,698人〈男117,408人　女122,290人〉世帯数105,283世帯●30年12月 1 日現在

松本スイーツ ミソラサンド

クイズ＆アンケート
広報まつもと

　松本市では、市政広報ラジオ番組の放送
をしています。政策やイベントについて、
分かりやすく紹介しています。

◆FMまつもと
「まつもと City Navi （シティ ナビ）」  79.1メガヘルツ

◆FM長野「松本市ワンポイントガイド」 79.7メガヘルツ

◆SBCラジオ 「ラジオ広報まつもと」  864キロヘルツ

ミソラサンド１箱
（ 8個入り）を10人に

●問い合わせ　商工課（☎34－3270 ｆ34－3008）

　江戸時代から続く菓子のまち・松本で、新たな定 番菓子
番菓子の開発と普及をめざす「松本スイーツ」プロ
ジェクト。
　「ミソラサンド®」は、市内 ７ 社が共同で開発したオリ
ジナル商品で、現在は ８社が ８種類を製造し、百貨店等で販売
しています。松本産の味噌とえごまを使った「味噌キャラメル」
を店ごとに異なる皮でサンドした、上品な味わいの焼菓子です。

　『広報まつもと』への意見を募る「クイズ＆アンケート」を不定期で実施し
ています。今回は、松本スイーツ開発・普及事業実行委員会提供の松本スイー
ツ「ミソラサンド」を紹介します。クイズとアンケートにお答えいただくと、
正解者の中から抽選で10人にミソラサンド 1箱（ 8個入り）をプレゼント！皆
さんの声をお寄せください！

※23ページに、松本スイーツお披露目イベントの記事を掲載しています。

「ミソラサンド」は、松本産の
味噌と 〇〇〇  を使っています。

クイズ

Ｑ １　『広報まつもと』の良いところ
Ｑ ２　�『広報まつもと』の改善してほしいと

ころ
Ｑ ３　今後取りあげてほしい内容・企画等

アンケート

　 1月21日㈪必着で、①答え（○に当てはまる文字）　
②アンケートＱ １～Ｑ ３　③住所　④氏名　⑤年代　
⑥電話番号をご記入の上、はがき（〒390－8620
丸の内 ３番 ７号　広報課宛）また
は、ながの電子申請サービス（右
コード）からご応募ください。抽
選結果はプレゼントの発送をもっ
てかえさせていただきます。

応募方法

市政広報ラジオ番組
ブヒブヒ♪
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